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竃構築材採掘坑および堰状遺構

　　　（W－10号溝趾）

前橋市埋蔵文化財発掘調査団
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1．竃構築材採掘坑

2．大屋敷遺跡出土土器（古墳時代後期）
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3．大屋敷遺跡D－65号土坑出土須恵器大甕

4．大屋敷遺跡出土臼玉



序

　群馬県前橋市は、北に関東平野を一望できる雄大な赤城山をいだき、西に榛

名山を仰ぎ、坂東太郎として名高い利根川や詩情豊かな広瀬川の清流が市街地

を貫流する、水と緑にあふれた美しい県都であります。

　遠く古墳文化の時代には東国の中心とも言える文化を築き、続く律令政治の

時代に入ると元総社に上野国府が置かれ、山王廃寺、国分二寺が立ち並ぶ一大

政治文化圏が形成されました。さらに近世では、利根川をはさんで前橋城と総

社城が築城され、近代に至っては生糸の主要生産地として繁栄を生み出してき

たように、前橋には歴史が織り成した様々な情景が満ちています。

　大屋敷遺跡が所在する総社地区では、近年、都市基盤整備の必要性が高まり、

土地区画整理が実施されてきております。それに伴い、この地区が古代上野国

の中心地域であづたと推定されることから、確認調査の結果協議により、平成

4年度より開発予定地の道水路部分を中心として事前の発掘調査を実施してき

ました。本年度は第3年次にあたります。

　本年度は、既存道路の拡幅箇所の調査を実施しました。限られた範囲の調査

でありましたが、住居跡・溝跡・さらには竃石の採取場跡等が検出され、貴重

な資料を得ることができました。

　最後になりましたが、このたびの調査では前橋市大屋敷地区土地区画整理組

合の方々、前橋市都市計画課の担当者及び隣接住民の方々、さらに例年になく

暑かった夏の中の発掘調査や整理作業に従事していただきました作業員の方々

の深い御理解と御協力を得ましたことに心より御礼申し上げます。

　本報告書が総社地区の歴史を解明していく上で、少しでも参考になれば幸い

に存じます。

平成7年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団…

　団　長　　大　谷　輝　治



　　　　　　　　　　例　　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　おおやしきいせきさん1．本書は、前橋市大屋敷地区土地区画整理事業に伴う大屋敷遺跡皿発掘調査報告書である。

2．遺跡は、群馬県前橋市総社町大字総社1881－1番地ほかに所在する。

3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団団長大谷輝治が、前橋市大屋敷地区土地区画整理組

　合代表者大山栄一と委託契約を締結し実施した。

　調査担当および調査期間は以下の通りである。

　　発掘・整理担当者　　大山知久・坂口好孝（前橋市埋蔵文化財発掘調査団調査係）

　　発掘調査期間　平成6年4月25日～平成6年10月31日

　　整理・報告書作成期問　　平成6年11月1日～平成7年3月24日

4．本書の原稿執筆・編集は大山・坂口が行った。整理作業をはじめ図版作成には、石原義夫・

　岩木　操・岸フクエ・住谷文彦・渡木秋子・湯浅たま江・湯浅道子・赤城美代子・栗岡エミ

　子・岩田敏子・生形かほる・大澤まさ江・大塚美智子・鬼塚成子・佐野貴恵子・柴崎まさ子・

　神保千代子・戸丸澄江・船津明美・松田富美子の協力があった。

5．下記の専門的分野については、次の機関ならびに方々のお世話になった。（敬称略）

　　　、瓦　　：木津博明（駅群馬県埋蔵文化財調査事業団）

　　鉄　　　器：杉山秀宏（駅群馬県埋蔵文化財調査事業団）

6．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市教育委員会に保管責任を依頼し、前橋市教

　育委員会文化財保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／20万地形図（長野・宇都宮）と1／2．5万地形図（前橋）を

　使用した。

3．本遺跡の略称は6A60である。

4．各遺構及び遺構施設の略称は次のとおりである。

　　H…古墳・奈良・平安時代の住居；趾l　D…土坑　　W…溝；趾：　P…柱穴

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次のとおりである。

　　遺構　　住居趾・土坑…1／60　　竃断面図…1／30　　溝趾…1／120　　溝阯断面図…1／60

　　　　竃構築材採掘坑…1／40　　全体図…1／250・1／500

　　遺物　　土器…1／3・1／4・1／6　　鉄器…1／3　　石製模造品…1／2　　臼玉…2／3

　　　　石器・石製品…1／3』2／3　　瓦…1／4

6．スクリーントーンの使用は次のとおりである。

　　遺構平面図　　粘土…斑

　　遺構断面図　　火山灰…濃点、構築面…斜線

　　遺物実測図　　施粕範囲…あられ、黒色処理…網、炭化物（スス付着など）…斑

　　　　　　須恵器断面…黒塗り、灰紬陶器断面…濃点、擦痕…淡点

i1
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1　調査に至る経緯

　本発掘調査は、前橋市総社町大屋敷地区を対象とした土地区画整理事業実施に伴い、大屋敷地

区の土地区画整理を目的とした前橋市大屋敷地区土地区画整理組合（代表者　大山栄一）と前橋

市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発掘調査団との間で、平成4年7月27日に締結された、

5年間にわたる発掘調査に関する覚書に基づいて実施されている。調査開始から3年目となる本

年度は、4月20日に組合と調査団との間で発掘調査に関する委託契約が締結され、その5日後の

25日より、現地での発掘調査を開始した。本年度の発掘調査面積は2，702㎡であり、昨年度の調

査地域の北側および東西に広がる部分の調査となった。遺跡名称は「大屋敷遺跡皿」とし、遺跡

略称は6A60とした。

　なお、初年度、覚書を締結し、発掘調査を実施するはこびとなった経緯については、「大屋敷

遺跡1」に詳しく述べられているので本書では省略する』。

1　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地
　大屋敷遺跡は前橋市街地（県庁付近）から利根川を隔てて、北西約3㎞の地点に所在する。遺

跡地の地番は前橋市総社町総社1937番地ほかである。遺跡地の周囲は主要幹線道が縦横に走って

いる。北側100m付近には前橋・箕郷線が東西に走り、西側は市道大友西通線（通称、産業道路）

が、また約300m程東にはJ　R上越線が南北に走っている。そして、これらの主要幹線に沿って

市街化が進み、工場や住宅街が遺跡地を取り囲むように立ち並んでいる。遺跡地の立地は榛名山

東南麓に広がる相馬ケ原扇状地の扇頂部より流下する河川群のひとつ、八幡川左岸域の標高123

～126mの微高地上にある。、位置的1ごは、相馬ケ原扇状地面と前橋台地面の境界付近を占地する。

　遺跡地り南側には榛東村に源を発する八幡川が南東方向に流れ、東側には江戸時代初期、総社

藩主秋元長朝により開削された天狗岩用水が南流し、両者は遺跡地の南東脇で合流し滝川と名前

を変えた後、利根川と並行する形でさらに流下してゆく。遺跡地と滝川の接する部分は比高5～

6mほどの段丘崖を呈し、遺跡地を含む段丘上は高燥化した台地が広がり・、桑園・畑作地を主と

しているが、一部水田として利用されている。

2　歴史的環境
　今回の調査によって、検出された主な遺構は古墳時代から中世にかけてであるが、調査区の出

土遺物のなかには縄文時代中期、加曽利E式の土器片も若干検出されているので、ここでは本遺

跡地周辺の歴史的環境を縄文時代から順に概観してみたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



　　1．清里・陣場遺跡群　2．中島遺跡　3．長久保遺跡　4．清里・庚申塚遺跡　5。清里南部遺跡群　6．熊野谷遺跡
　　7．下東西遺跡　8．総社二子山古墳　9．愛宕山古墳　10．遠見山古墳　1L蛇穴山古墳　12．宝塔山古墳　13．村東遺
　　跡　14．山王廃寺跡　15．上野国分僧寺跡　16．国分僧寺・尼寺中間地域遺跡　17．上野国分尼寺跡　18．産業道路西遺跡
　　19．山王古墳　20．小見遺跡　21．草作遺跡　22．閑泉樋遺跡　23．閑泉明神北遺跡　24．寺田遺跡　25．大友屋敷II・皿
　　遺跡　26．元総社明神遺跡V　27．元総社小学校校庭遺跡　28．推定上野国府　29．天神遺跡　30．染谷川遺跡　31。弥勒
　　山遺跡　32．鳥羽遺跡　33．中尾遺跡　34．日高遺跡　35．神保遺跡　36．二子山古墳　37．八幡塚古墳　38．薬師塚古墳

　　39．三ッ寺1遺跡　40．三ツ寺H遺跡　41．三ッ寺皿遺跡　42．雨壺遺跡　43．三津屋古墳

Fig．2　位置図と周辺遺跡図
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　縄文時代の代表的な遺跡としては国分僧寺・尼寺中間地域遺跡（16）、，産業道路西遺跡（18）

があげられ、縄文中期・後期の遺構が集落的な規模で検出され、当該地域の縄文文化を考えるう

えで重要な資料となった。また熊野谷遺跡（6）からは中期加曽利E式土器を伴う住居趾群のほ

か、遺物では早期の押型文土器や沈線文土器が検出され、当地域における初源事例を更新した。

そのほかの遺跡としては、下東西遺跡（7）、清里南部遺跡群（5）、清里・陣場遺跡群（1）、

中島遺跡（2）、長久保遺跡（3）、雨壷遺跡（42）などがあげられ、時期的には前期から後期

初頭といった範囲でおさえられる。

　弥生時代の周辺遺跡は、集落・住居主体の遺跡と水田肚関係の遺跡とに大別され、前者は八幡

川、牛池川、染谷川流域などの高燥化した台地上に立地し、後者は、さらに下った平野部の後背

湿地上に集中している。弥生時代中期後半の環濠集落である清里・庚申塚遺跡（4）、後期の住

居が検出された国分僧寺・尼寺中間地域遺跡などは前者であり、日高遺跡（34）、新保遺跡（35）

に代表されるA　s－C軽石（浅問山起源：4世紀中頃）下の水田阯などは後者である。

　古墳時代を彩る一大モニュメントとしての古墳が本遺跡地周辺に姿を現すのは、5世紀末頃と

推定される。まず、主軸70mを測る遠見山古墳（10）が築かれ、次いで6世紀前半代には、利根

川右岸段丘上に、川原石を用いた積石塚である王山古墳（19）が造られる。その後、本遺跡の北

約2㎞には、国指定史跡で前方部と後円部に石室を有する総社二子山古墳（8）、巨石使用の横

穴式石室をもつ愛宕山古墳「（9）、さらに県内最終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた

宝塔山古墳（12）と蛇穴山古墳（11）など、総社古墳群を構成する数々の古墳が連綿と築かれて

いく。宝塔山古墳の南西約500　に所在する山王廃寺跡（14）にみる石造物群は、宝塔山古墳石

棺や蛇穴山古墳石室と同系統の石造技術を駆使して加工されたと考えられている。共通する技法

から時代決定の根拠とされ、白鳳期の建立と考えられる山王廃寺を中心にして、総社・元総社周

辺では、仏教文化が古墳文化と併存しながら花開いた様子がうかがえる。

　奈良・平安時代になると、推定国府（28）、国分僧寺（15）、国分尼寺（17）等の建設とあい

まって、当地域はいよいよ古代上野の政治的・文化的中心地としての様相を帯びてくる。国府周

辺遺跡では、閑泉樋遺跡（22）、閑泉明神北遺跡（23）、小見遺跡（20）、草作遺跡（21）、大友

屋敷遺跡（25）、寺田遺跡（24）、元総社小学校校庭遺跡（27）、天神遺跡（29）、染谷川遺跡

（30）、弥勒山遺跡（31）等がある。また国分僧寺の発掘調査は昭和55年12月から始まり、それ

以降毎年発掘調査が進められ、各種遺構の基壇、礎石、堀などが確認されてきた。国分僧寺、国

分尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が進められ、道筋にあたる中尾遺跡（33）、

鳥羽遺跡（32）、国分僧寺・国分尼寺中間地域（16）等が発見されている。これらの遺跡からは、

奈良・平安時代の住居趾等が大量に検出されている。このことからも、奈良時代から平安時代に

かけて、当地では急激に集落の拡大した様子がうかがわれる。

　その後、中世には長尾氏により国府の堀割を利用した蒼海城が築かれる。
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撫惑噴罰．饗．一．旧口、箭醐開、li。匙爾球へ雍

　　　　　　　　　　　　Fig．3　大屋敷遺跡周辺図
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ヲ

！

皿　調査の経過

1　調査方針
　委託された調査箇所は幅6mの計画道路部分2，702㎡である。調査範囲の形状から全体をA区、

B区、C区、D区の4調査区に区分した。調査実施に際しては、まず5年間の発掘調査範囲の全

域をカバーする4mグリッドを設定し、このグリッドを最小単位とした。各グリッドの呼称方法

は南北方向をY軸とし、北から南へY1、Y2、Y3…、東西方向をX軸とし西から東へX1、

X2、X3…で表し、それぞれ北西の交点をグリッド名とした。その他、調査実施段階での方針
　　　　　　　　fJ一
　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　ヤは以下のとおりである。

1．土層観察は原則として遺構中央部で交差するセクションンベルトを設けて行う。

2．10cm四方以上の遺物は縮尺1／20にて図化し、それ以下についてはドット標記した平面図を作

　製し、取り上げに際しては遺物台帳に諸属性を記録する。

3．竃は原則として縮尺1／10で図化し、遺構平面図は原則として縮尺1／20にて実施する。

　　なお、今年度の測量の基準点はX51、Y34グリッドで公共座標は第IX系（X＝＋44，804m、

　　Y＝一71，156m）である。

XO　　　　　　　　20　　　　　　　　　40　　　　　　　　　60　　　　　　　　　80
YO

100

C区

B区

A区

D区

…1：膠9：

盟平成4年度調査区（4A60）

匿嚢観平成5年度調査区（5A60）

皿平成6年度調査区（6A60）

Fig．4　グリット設定図
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2　調査経過
　3年目を迎えた本年度の現地発掘調査は、委託契約の締結後の4月25日より開始した。まず、

今年度の調査対象地区の西側にあたるA区とB区より着手し、重機（バックフォー0．4㎡）によ

る表土掘削、それに追従してのプラン確認に即刻取り掛かった。5月までの調査によりA・B区

では20軒の住居玩が確認された。そのほとんどが西側の狭い部分に集中して検出され、東側の水

田として利用されていた場所では崖際で数軒、それも床面までが10cm程度の浅いものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
これはもともと現在の畑と同じ高さで地表が広がっていたものが、水田開墾の際に多くの住居杜

も壊されたものと考えられる。次いで6月に入り、C区の表土掘削・掘り下げに着手した。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
結果、北側のゲートボール場西で住居趾が検出されたが、以前建っていた食品会社の基礎部分に

より大きな撹乱も認められた。なお、工場や事務所の立ち並ぶ西側でもゴミ焼却炉により大きな

撹乱が見られた。C区一番南側の部分でも住居趾が検出されたがA・B区同様開墾時の掘削のた

め床面までが浅いものであった。さらにここでは、東西、南北方向に伸びる溝が広がっているこ

とが判明した。また、溝の縁からは住居の竃に用いられたと考えられる凝灰岩質層の塊を切り出

した跡（竃構築材採掘坑）が多数検出され貴重な成果を上げることができた67月28日には空中

写真測量・ハイライダーによるA～C区の全景写真撮影を実施した。この夏は小雨により屋外で

の作業が滞ることは数えるほどしかなく、順調に作業が捗ったと言えよう。反面、記録的な猛暑

に見舞われ穴蔵の中では摂氏40度以上になることもしばしばで、まさに暑さとの戦いであった。

8月に入ると、調査の対象はA～C区からD区へと移行した。ここでも複雑に絡み合った重複住

居量群が存在し多くの時間を費やした。また、東側からは多数の土坑と共に数点の石製模造品や

多くの臼玉が出土した。また、D区中央部から西側にかけて1．5m程の溝玩が伸びており、重機

の力を借り作業に当たった。この溝趾が多く　　　　　　　　　　　　　　　麗i翻表土堀削

の住居趾を壊しているため・古墳時代の土器　　　　　　　　　　　　　　囲置リ構睡藷

から中世の内耳鍋に至るまで様々媚物が出　　　　　囮遺籍堀り萎げ
土した。さらに、調査区内で溝趾のコーナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囮衝蕎糠
部も確認されたため、昨年の溝玩と結び付き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿，遺構全体撮影
中世の環濠になると考えられる。10月19日に

はすべての遺構の精査を終え、遺跡全体測量

およびD区遺跡全体撮影を実施し、翌週24日

．からは調査区の埋め戻し・現場撤去作業に入

り、10月31日には現地発掘調査を完了させた。

その後は、11月1日から翌年3月24日まで文

化財保護課整理棟において整理作業を行い、

すべての作業を完成させるはこびとなった。　　　　　Fig．5　調　査　経　過　図

A区’ B区 C区 D区

4
月

a
瞳

5
月

6
月

7
月

皿 画
8
月

9
月

10

月
皿皿
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IV　層 序

　本遺跡のほぼ中央に設定した深堀から観察される地層は基本的には、大きく2つに分類できる。

上位の厚さ1mほどの黒褐色土層と下位に堆積するラミナ（縞目）状の硬くしまった砂とシルト

の互層である。この灰褐色系統の砂層は総社、元総社付近を中心に利根川右岸一帯に広がってお

り、層厚は元総社市内の遺跡地（『元総社明神遺跡X』1991年）で約2～4mを測り、本遺跡の

ように5mを越える（天狗岩用水に接するの段丘崖）ところもある。本報告書はこの砂層を「総

社砂層」と呼ぶことにする。この砂層はAs－Sj（浅間一総社軽石：約1．1万年前）を含む前橋泥

炭層の上にあることからその堆積は約1万年前以降から始まったと推測されるが、正確な堆積年

代は今のところ明らかにされていない。ただ本遺跡地において、縄文中期の加曽利E式土器が検

出されたことや周辺遺跡の縄文土器出土状況（縄文中期に集中）から類推すれば、堆積期間は縄

文時代前期（約6000年前）のころまでは続いていたと思われる。また総社砂層の上に乗る黒褐色

土層は硬く、極めて粘性が強い。

　ただし本年度調査区A・B区の西端、C区北側、D区東側は下記の1～IV層基本どおりであっ

たが、A・B区東側、C区南側では水田に利用された際に1～1層が削られていた。また、D区

中央より西側にかけてはこの黒褐色土層は見られず、代わりに淡い黄褐色土層が総社砂層の上に

広がっていた。

n

d
e

0

1m

h
i

k・2m

1　層：暗褐色粗砂層　耕作土。As－B（浅間Bテフラ；

　　　1108年）を若干含む。

1　層：極暗褐色粗砂層　二時堆積のAs－C．（浅間C軽石；

　　　4世紀中頃）10％、およびHr－FP（榛名ニッ岳

　　　軽石；6世紀中葉）を若干含む。

皿　層：黒褐色細砂層　二時堆積のAs－C（浅間Cテフラ；

　　　4世紀中頃）20％、およびHr－FP（榛名ニッ岳

　　　軽石；6世紀中葉）を10％若干含む。

IV　層：総社砂層　砂、シルトの互層。

　　　a…黄褐色シルト層　b…褐色シルト層

　　　c…浅黄色シルト層　d…にぶい黄褐色微砂層

　　　e…にぶい黄榿色シルト層　f…褐色細砂層

　　　g…灰黄褐色粗砂層　h…にぶい黄色シルト層

　　　i…にぶい黄褐色微砂層　j…灰黄褐色粗砂層

　　　k…にぶい黄褐色微砂　1…灰黄褐色細砂層

　　　m…にぶい黄褐色細砂層　n…灰黄褐色粗砂層

Fig．6　大屋敷遺跡標準土層図

7



V　遺構と遺物
　本年度の発掘調査では、竪穴住居阯57軒・溝；吐4条・土坑56基が検出された。古墳時代後半の

竪穴住居阯から中世の溝阯までと昨年同様に幅広い範囲におよんでいる。縄文時代の遺物では、

昨年までと同様に遺構は確認されなかったが、加曽利E式土器を中心に縄文時代中期の土器片や

石器が古墳時代後半以降の住居杜・溝阯内や遺物包含層から出土している。古墳時代後半から平

安時代までの遺構は、黒褐色の地山を掘り込む形で何軒もの住居杜が重複しあって検出された。

その一方で、A・B区の東側のように住居趾が検出されなかったり、または床面までが非常に浅

い住居趾の検出であった場所も見られた。これらの地域は調査前まで水田として利用されていた

ところであり、水田開墾時に遺構そのものまでが削り取られたためと考えられる。さらに、D区

では、中世の溝趾が竪穴住居趾を壊して構築されていた。この溝阯は規模・構築時期等から昨年

度調査されたW－7と接続することが考えられ、本地域に中世の環濠の存在を示す貴重な遺構と

なった。今年度の調査で特筆すべき遺構としては、C区の溝趾（W－9・10）から検出された竃

構築材採掘坑があげられる。このため、溝杜とは別項において竃構築材採掘坑として詳細に記載

した。

　今年度も遺構数が多いことから、遺構を図示するとともに一覧表（Tab．1）にまとめた。な

お、遺構番号は昨年度の続き番号を使用している。（H－132～188、W－9～12、D－53～109

である。）

1　住 居 趾

H－132号住居趾（B区、Fig．18・41・51・52、P　L．3・10・14）

（形状）方形。北端部は調査区外。D－65との重複により南東部分を削られる。（床面）竃付近

を中心に堅緻な面が確認された。（竃）東壁中央部。全長132cm、焚口部幅40cmを測る。両袖に

人頭大の河原石を1個ずつ使用。（貯蔵穴）竃右脇に検出。長軸52cm、短軸40cm、深さ65cmを測

る。（柱穴）3個の主柱穴を検出。P1（54×40×48cm）、P2（46×40×59cm）、P3（37×32※

54cm）である。南東部の柱穴はD－65との重複により未検出。（重複）H－139・147・D－65と

重複。構築順は、H－147→H－139→本遺構→D－65である。（遺物）総数2，249点。うち土器

6点、臼玉2点、鉄器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居；吐は7世紀後半～8世紀前

半と思われる。

H－133号住居趾（B区、Fig．19・41・42・52・53・54、P　L．3・10・14・15・16）

（形状）住居阯の南隅は調査区外。正方形。（床面）平坦で極めて堅緻な床面を検出。（竃）東

壁やや北寄りに設置。全長156cm、焚口部幅50cm。凝灰岩質層の直方体の袖石を左右に2個ずつ

使用。（柱穴）主柱穴を4個検出。P1（48×40×48cm）、P2（40×36×596m）、P3（44×40

×42cm）、P、（50×45×54cm）である。（周溝）全周。壁より約30cm内側で検出。（重複）H－
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134・135・138・139と重複。H－138・139より新しく、H－134・135より先行する。（遺物）総

数5，875点。うち土器21点、石製模造品1点、鉄器1点、砥石1点、瓦3点を図示。掲載した鐙

瓦は、山王廃寺創建時のものと考えられる。（備考）本住居杜の時期は7世紀後半～8世紀と思

われる。

H－134号住居趾（B区、Fig．20）

（形状）方形。（床面）ほぼ平坦。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長136cm、焚口部幅64cmを

測る。（周溝）調査範囲で全周。（重複）H－133・135・138と重複。本遺構が最も新しい。（遺

物）総数851点。（備考）重複関係・出土遺物から本住居阯は9世紀と思われる。

H－135号住居趾（B区、Fig．20・42・52、P　L．3・10・14）

（形状）方形。（床面）平坦で竃付近を中心に堅緻面が広がる。（竃）東壁に設置る全長114cm、

焚口部幅46cmを測る。（柱穴）主柱穴をP1（40×34×52cm）を検出。（重複）H－133・134と重

複し、H－133→本遺構→H－134の構築順である。（遺物）総数620点。竃付近を中心に土師器

圷等の遺物が出土した。うち土器7点、鉄器1点を図示した。（備考）重複関係・出土遺物から

本住居阯は9世紀と思われる。

H－136号住居趾（B区、Fig．19、P　L．4）

（形状）正方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面が確認された。（竃）検出されず。（遺物）総

数61点。（備考）出土遺物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－137号住居趾（B区、Fig．20、P　L．4）

（形状）長方形。（床面）堅緻な床面。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長50cm、焚口部幅20

cmを測る。（遺物）総数126点。（備考）出土遺物から本住居肚は8世紀と思われる。

H－138号住居趾（B区、Fig．21・42、P　L．4）

（形状）方形。（床面）平坦で極めて堅緻な面が検出された。（竃）東壁の南側に位置する。調

査区内で粘土で構築された袖の一部を検出。（重複）H－133・134と重複しており、本遺構が最

も古い。（遺物）総数186点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居；吐は6世紀

と思われる。

H－139号住居」止（B区、Fig．21・42、P　L．4・10・11）

（形状）方形。他の遺構との重複にしているため一部のみの検出。（床面）堅緻な床面。住居阯

のほぼ中央部に床下土坑が検出された。（貯蔵穴）南東隅に位置する。ほぼ円形で径72cm、深さ

53cmを測る。（重複）H－132・133、D－65と重複しており、本遺構が最も古い。（遺物）総数
　　　　　　　’
252点。うち土器6点を図示。（備考）遺物・重複関係から本住居阯は6世紀後半と思われる。

H－140号住居趾（A区、Fig．22・42）

（形状）長方形。住居趾の南東部は戦後の水田開墾時に削られ不明。（床面）平坦で堅緻な床面。

（周溝）西側から南側の一部で検出。（遺物）総数799点。うち土器2点を図示した。（備考）出

土遺物から本住居；吐は9世紀と思われる。
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H－141号住居趾てA区、Fig．22・42）

（形状）方形。（床面）堅緻な床面。（周溝）調査範囲で全周。（遺物）総数160点。うち土器1

点を図示した。（備考）出土遺物から本住居阯は9世紀と思われる。

H－142号住居趾（A区、Fig．23・43・52・54、P　L．4・16）

（形状）長方形。（床面）竃付近を中心に堅緻な床面が検出された。（竃）東壁の南寄りに設置

され、全長45cm、焚口部幅30cmを測る。（貯蔵穴）竃右脇に検出。長径58cm、短径52cm、深さ20

cmを測る。（重複）H－144・146・148と重複し、H－148→H－144→本遺構→H－146の構築順

である。（遺物）総数882点。うち土器2点、石製品1点、流れ込みと考えられる石製模造品1

点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は9世紀後半～10世紀と思われる。

H－143号住居趾（B区、Fig．22）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（遺物）総数175点。破片が多く図示までに至らなかっ

た。（備考）出土遺物から本住居阯は8世紀と思われる。

H－144号住居祉（A区、Fig．23・43、P　L．11）

（形状）北側に張り出し部を持つ長方形。（床面）平坦で堅緻な床面を検出。（竃）東壁の南側

に位置し、全長104cm、焚口部幅28cmを測る。竃左半分はH－142に壊される。（貯蔵穴）竃両側

で検出。右側の貯蔵穴は長軸50cm、短軸35cm、深さ20cm、左側の貯蔵穴は長軸67cm、短軸58cm、

深さ30cmを測る。（柱穴）2個の主柱穴を検出。P1（30×20×34cm）、P2（30×26×21cm）を

測る。（重複）H－142と重複しており、本遺構が先行する。（遺物）総数459点。うち土器3点

を図示した。（備考）出土遺物から本住居阯は8世紀と思われる。

H－145号住居趾（A区、Fig．22・43、P　L．4）

（形状）方形。（床面）堅緻な床面を確認。（竃）東壁に設置され、全長56cmを測る。竃左側は

撹乱により壊されていた。天井石（河原石）が良好な状態で検出された。（重複）H－149・150・

151と重複し、本遺構が最も新しい。（遺物）総数255点。うち土器2点を図示した。（備考）出

土遺物から本住居趾は10～11世紀と思われる。なお、昨年度調査されたH－93の東側に当たると

推定される。

H－146号住居趾（A区、Fig．24・43、P　L．4・11）

（形状）方形。（竃）南壁に位置し、全長108cm、焚口部幅48cmを測る。直方体に加工した凝灰

岩質層の袖石が検出された。（重複）H－142・148と重複。本遺構が最も新しい。（遺物）総数

70点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は11世紀と思われる。

H－147号住居趾（B区、Fig．18・43）

（形状）H－132との重複で切られるため、南東部のみの検出。方形と思われる。（床面）堅緻

な床面。（周溝）南壁に沿って周溝と思われる窪みを検出。（重複）H－132と重複。本遺構が先

行する。（遺物）総数69点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀

前半と思われる。
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H－148号住居趾（A区、Fig．24・43・52、P　L．5・11・14）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な面を確認。（重複）H－142・146と重複。本遺構が最も古

い。（遺物）総数112点。うち土器1点、石製模造品1点を図示した。（備考）出土遺物から本住

居阯は6世紀前半と思われる。

H－149号住居堤（A区、Fig．24）

（形状）方形。（床面）堅緻な床面。（貯蔵穴）住居趾の南東隅に位置し、長径64cm、短径54cm、

深さ14cmを測る。（重複）H－145・150・151と重複。H－151→本遺構→H－150→H－145の構

築順である。（遺物）遺物総数92点。（備考）出土遺物から本住居阯は8世紀と思われる。

H－150号住居趾（A区、Fig．24・43、P　L．5）

（形状）方形。（床面）竃付近を中心に堅緻な床面が広がる。（竃）東壁に位置し、全長76cm、

焚口部幅40cmを測る。（重複）H－145・149・151と重複。構築順はH－151→H－149→本遺構

→H－145である。（遺物）総数157点。うち土器3点を図示した。（備考）出土遺物から本住居

；吐は8世紀と思われる。

H－151号住居堤（A区、Fig．24）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（貯蔵穴）住居阯の南東隅に位遣し、長径68cm、短径54cm、

深さ10cmを測る。（重複）H－145・149・150と重複。構築順は本遺構が最も古い。（遺物）総数

42点。（備考）出土遺物から本住居阯は8世紀と思われる。

H－152号住居趾（c区、Fig．24・43・52、P　L．5・11・14）

（形状）方形。（床面）平坦な床面が確認された。（貯蔵穴）住居玩の南東隅に長径77cm、短径

62cm、深さ30cmの貯蔵穴を検出。貯蔵穴内より土師器堆が出土。（遺物）総数57点。うち土器1

点、鉄器1点を図示。（備考）出土遺物から本住居阯は5世紀末～6世紀初頭と思われる。

H－153号住居趾（c区、Fig．25、P　L．5）

（形状）正方形。（床面）堅緻な床面。（竃）東壁南寄りに設置。全長110cm、焚口部幅44cmを測

る。凝灰岩質層の15cm程の立方体の袖石が左側に2個、右側に1個用いられていた。（貯蔵穴）

住居趾南東隅で検出された。長軸58cm、短軸47cm、深さ30cmを測る。（柱穴）主柱穴を4個検出。

P1（24×22×29cm）、P2（24×22×29cm）、P3（28×25×24cm）、P4（34×28×26cm）を測

為。（重複）H－154と重複。本遺構が新しい。（遺物）総数185点。遺物の多くに鬼高1期の圷・

甕等の破片が多く見られた。（備考）出土遺物から本住居阯は6世紀前半と思われる。

H－154号住居堤（c区、Fig．26・43・44、P　L。5・11）

（形状）正方形。（床面）平坦で極めて堅緻な床面。（竃）東壁のやや南寄りに設置。袖部分が

耕作による撹乱を受ける。全長126cm、焚口部幅32cm。竃手前に灰を多量に含むやや低い部分が

検出された。（貯蔵穴）住居肚南東隅に位置し、長軸95cm、短軸75cm、深さ52cmを測る。（柱穴）

主柱穴を4個検出された。P1（44×36×47cm）、P2（46×36×47cm）、P3（42×32×48cm）、

P1（40×30×41cm）である。（周溝）全周。（重複）H－153と重複。本遺構が古い。（遺物）
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総数672点。うち土器7点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は5世紀末～6世紀初頭

と思われる。

H－155号住居趾（c区、Fig．27・44、P　L．5）

（形状）方形。（床面）平坦で極めて堅緻な面を検出。（竃）東壁のやや北寄りに位置し、全長

118cm、焚口部幅50cmを測る。凝灰岩層の約15cmの立方体の袖石が両側で検出された。（貯蔵穴）

住居玩南東隅に周囲に粘土で固められた高まりを有する貯蔵穴を検出。長軸138cm、短軸100cm、

深さ57cmを測る。（柱穴）調査範囲内でP1（38×28×46cm）、P2（30×24×48cm）の2個の柱

穴を検出。（周溝）全周。（遺物）総数84点。うち土器2点を図示。（備考）出土遺物から本住

居趾は6世紀と思われる。

H－156号住居趾（c区、Fig．28・44、P　L．5・11・12）

（形状）長方形。（床面）平坦で極めて堅緻な床面。（竃）東壁の南側に位置し、良好な状態で

検出された。全長140cm、焚口部幅50cmを測る。（貯蔵穴）竃右脇に検出。長径80cm、短径70cm、

深さ26cmを測る。（重複）H－157・160と重複。H－157より古く、H－160より新しい。（遺物）

総数451点。うち土器10点を図示。（備考）出土遺物から本住居阯は9世紀前半と思われる。

H－157号住居趾（c区、Fig．28・44・52、P　L．6・13）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（竃）東壁のやや南寄りに位置し、良好な状態で検出され

た。全長88cm、焚口部幅28cmを測る。（重複）H－156・158・160と重複し、本遺構が最も新し

い。（遺物）総数630点。うち土器2点、鉄器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居；吐は

9世紀と思われる。

H－158号住居趾（c区、Fig．29・45、P　L．6）

（形状）方形。（床面）全面にわたり平坦で、竃前を中心に堅緻面を検出。（竃）東壁に設置。

全長132cm、焚口部幅44cmを測る。凝灰岩質層の袖石を左右に有する。（柱穴）主柱穴を1個検

出。40×34×46cmを測る。（重複）H－157・159・160と重複し、本遺構が先行する。（遺物）総

数115点。うち土器2点を図示した。掲載した灰粕高台碗は、流れ込みと考えられる。（備考）

出土遺物から本住居趾は6世紀と思われる。

H－159号住居趾（c区、Fig．29）

（形状）調査区内で竃のみの検出。全長128cm、焚口部幅30cmを測る。（重複）H－158と重複し、

本遺構が新しい。（遺物）総数41点。図示には至らなかったが、鬼高1～1期の遺物の破片が見

られる。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀と思われる。

H－160号住居趾（c区、Fig．27・45、P　L．12）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅く締まっている。（竃）東壁に位置し、全長115cm、焚口部幅

46cmを測る。右側は重複により壊される。（貯蔵穴）竃右脇に検出。長径70cm、短径58cm、深さ

32cmを測る。（重複）H－156・157・158と重複。構築順はH－158→本遺構→H－156・157となっ

ている。（遺物）総数131点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居玩は7世紀
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後半～8世紀前半と思われる。

H－161号住居趾（D区、Fig．29・45）

（形状）方形。（床面）極めて堅緻面な床面。西壁付近で炭化物を検出。（重複）H－163と重

複。本遺構が新しい。（遺物）総数276点。うち土器2点を図示。（備考）出土遺物から本住居趾

は8世紀と思われる。昨年度調査されたH－68の西側に当たると推定される。

H－162号住居蛙（D区、Fig．30・45・51・52、P　L．6・11・12・14）

（形状）正方形。（床面）堅緻面な床面。南東部に一段低くなった面を有する。（竃）東壁やや

北側に設置され、全長130cm、焚口部幅32cmを測る。天井石と思われる河原石が崩壊した状態で

竃手前から検出された。（重複）H－163、D－103と重複し、本遺構が最も新しい。（遺物）

総数593点。うち土器3点、鉄器1点、臼玉2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は

6世紀と思われる。

H－163号住居祉（D区、Fig．30・45）

（形状）方形。（床面）極めて堅緻な床面。（貯蔵穴）重複しているH－161により上部を壊され

ているが、住居吐南東部で検出。長軸58cm、短軸36cm、深さ26cmを測る。床面からの復元値の深

さは64cmになる。（柱穴）柱穴を3個検出し、P1（60×46×16cm）、P2（52×50×29cm）、P3

（72×50×29cm）を測る。（周溝）全周。（馬蹄形状施設）住居趾南壁際やや東で検出された。

（重複）H－161・162、D－103と重複。本遺構が最も古い。（遺物）総数288点。うち土器2点

．を図示した。（備考）出土遺物から本住居阯は5世紀末～6世紀初頭と思われる。

H－164号住居趾（D区、Fig．31・45・51）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。，（柱穴）柱穴を1個検出し、50×40×24cmを測る。

（遺物）総数243点。うち土器1点、臼玉11点を図示した。（備考）出土遺物から本住居阯は7

世紀後半～8世紀前半と思われる。

H－165号住居祉（D区、Fig．31・45・46・51r52、P　L．6・7・11・12・14）

（形状）長方形。（床面）全体に平坦で堅緻な面が検出された。（竃）調査区内で竃の袖部と思

われる粘土を検出。東竃と推定される。（貯蔵穴）住居趾南東隅にP、（70×57×41cm）、南西隅

にP3（98×87×28cm）が検出された。（柱穴）柱穴を2個検出。P1（38×26×29cm）、P、（22

×20×21cm）である。（重複）D－109と重複。本遺構が新しい。（遺物）総数748点。うち土器

6点、石製模造品4点、臼玉27点を図示した。（備考）出土遺物から本住居阯は6世紀と思われ

る。

H－166号住居」止（D区、Fig．31・46・51・52、P　L．7）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面を検出。（柱穴）ピット1個を検出した。44×40×16

cmを測る。（周溝）全周。（遺物）総数683点。床面より10cm程上から臼玉が散乱した状態で出土

した。土器2点、流れ込みと考えられる石製模造品2点、臼玉56点を図示した。（備考）出土遺

物から本住居趾は9世紀と思われる。
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H－167号住居趾（D区、Fig．32・46・47・51・54、P　L．7・12・16）

（形状）長方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁に設置。全長80卿、焚口部幅58cmを測

る。竃内より土師器甕が出土。（貯蔵穴）住居阯の南東隅に位置し、長径120cm、短径80cm、深

さ42cmを測る。（柱穴）3個検出。P1（27×22×18cm）、P2（26×22×17cm）、P3（30×24×

20cm）を測る。（周溝）ほぼ全周。（重複）H－168と重複しており、本遺構が新しい。（遺物）

総数1，259点。うち土器5点、砥石1点、臼玉4点を図示した。（備考）出土遺物から本住居；吐

は9世紀と思われる。

H－168号住居趾（D区、Fig．33・47・51、P　L．7・12）

（形状）方形。（床面）極めて堅緻で平坦な床面。（竃）東壁に2つの竃を有する。南側の竃の

手前に貯蔵穴が築かれていることより、北側を使用の際は南側は廃棄されていたと考えられる。

H－167により壊されているため、残存値で南側の竃は全長95cm、焚口部幅38cm、北側の竃は全

長62cm、焚口部幅47cmを測る。南側の竃には凝灰岩層の袖石が用いられ、北側の竃は粘性の強い

地山を掘り残し袖を形成している。（貯蔵穴）北側の竃の右脇に位置し、長径94cm、短径80cm、

深さ25cmを測る。（柱穴）柱穴を3個検出。P1（48×40×72cm）、P2（60×48×30cm）、P3

（30×27×83cm）を測る。（重複）H－167・169・170と重複。本遺構が最も古い。（遺物）総数

814点。うち土器5点、臼玉2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀前半と思

われる。

H－169号住居趾（D区、Fig．32・47・52、P　L．7・12）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）H－168・170・W－11と重複。構築順は、

H－168→本遺構→H－170→W－11である。（遺物）総数227点。うち土器6点、石製模造品1

点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀後半と思われる。

H－170号住居祉（D区、Fig．32・47・54、P　L．16）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（竃）東竃。調査区内で竃と思われる粘土および焼土を検

出。全長50cmを測る。（重複）H－168・169・W－11と重複。構築順は、H－168→H－169→・本

遺構→W－11である。（遺物）総数114点。うち土器1点、紡錘車1点を図示した。（備考）出土

遺物から本住居趾は10世紀と思われる。

H－171号住居趾（D区、Fig．34・47、P　L．12）

（形状）方形。（床面）平坦で締まった面を検出。（柱穴）柱穴を3個検出。P1（33×29×61

cm）、P2（26×24×49cm）、P3（21×20×44cm）を測る。（重複）W－11と重複し、本遺構が

先行する。（遺物）総数132点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6世

紀後半と思われる。

H－172号住居趾（D区、Fig．35・47）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（重複）W－12と重複。本遺構が先行する。（遺物）総数1

17点。うち土器1点を図示。図示できなかったが、南西隅より鬼高1期の土師器甕が出土した。
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（備考）出土遺物から本住居趾は6世紀前半と思われる。

H－173号住居趾（D区、Fig．34・47、P　L．8・13）

（形状）方形。（床面）平坦な堅緻面が検出された。（竃）西壁南隅に設置され、全長78cm、焚

口部幅25cmを測る。両袖に30cm程の偏平な山石を使用。（重複）H－174・W－12と重複。構築

順は、本遺構が先行する。（遺物）総数77点。うち土器3点を図示した。（備考）出土遺物から

本住居；吐は7世紀と思われる。

Hr174号住居趾（D区、Fig．34）

（形状）方形。（床面）平坦な床面が検出された。（重複）H－173と重複し、本遺構が先行す

る。（遺物）総数13点。（備考）出土遺物が少ないが、本住居阯は7世紀の構築と思われる。

H－175号住居趾（D区、Fig．35・47・48・51、P　L．13）

（形状）方形。（床面）極めて堅緻な床面。（竃）東壁に設置され、全長90cm、焚口部幅38cmを

測る。（貯蔵穴）竃右脇に位置し、径52cm、深さ30cmを測る。底より偏平な河原石が検出された。

（重複）H－177・W－12と重複。本遺構が先行する。（遺物）総数441点。うち土器3点、臼玉

1点を図示した。遺物の多くに鬼高1期の圷・高圷・甕等の破片が見られる。（備考）出土遺物

から本住居；吐は6世紀と思われる。

H－176号住居趾（D区、Fig．36・48）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）H－188・W－12と重複。H－188→本遺構

→W－12の構築順である。（遺物）総数344点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から

本住居；吐は8世紀と思われる。

H－177号住居趾（D区、Fig．35・48・52）

（形状）方形。（床面）堅緻な床が検出された。（重複）H－175・W－12と重複。構築順は、H－

175→本遺構→W－12である。（遺物）総数187点。うち土器1点、流れ込みと考えられる石製模

造品1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は10世紀と思われる。

H－178号住居趾（D区、Fig．36）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（重複）H－179と重複。本遺構が新しい。（遺物）

総数50点。図示できなかったが、鬼高1期の高圷や甕等の破片が多く出土。（備考）出土遺物か

ら本住居阯は6世紀前半と思われる。

H－179号住居趾（D区、Fig．36）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（重複）H－178と重複。本遺構が先行する。（遺物）総数

4点。（備考）重複関係や出土遺物から本住居阯は6世紀前半と思われる。

H－180号住居趾（D区、Fig．36・48・51、P　L．8・13）

（形状）方形。（床面）平坦で極めて堅緻な床面。（重複）W－12と重複。本遺構が先行する。

（遺物）総数337点。うち土器2点、臼玉1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は6

世紀前半と思われる。
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H－181号住居趾（D区、Fig．37・48・49・52、P　L．8・13・14）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。住居趾南東部と中央部やや東側より床下土坑が2基検出さ

れた。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長66cm、焚口部幅45cmを測る。（貯蔵穴）住居肚南東

隅に位置し、’長軸66cm、短軸52cm、深さ28cmを測る。（柱穴）主柱穴を2個検出。P、（36×27

×70cm）、P2（46×32×54cm）を測る。（重複）H－182・184・W－12と重複し、本遺構が最も

新しい。（遺物）総数1，061点。うち土器14点、鉄器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住

居；吐は9世紀後半と思われる。

H－182号住居趾（D区、Fig．38、P　L．8）

（形状）方形。（床面）ほぼ平坦で堅緻な面が広がる。（竃）東壁のやや南寄りに設置され、全

長50cm、焚口部幅24cmを測る。竃上部を重複により削られる。（柱穴）主柱穴を2個検出。P1

（58×42×44cm）、P、（34×32×68cm）を測る。（周溝）南から東にかけて検出された。（重複）

H－181・183・184・185・186・W－12と重複。H－185・186→本遺構→H－183・181・184・W－

12の構築順である。（遺物）総数409点。図示には至らなかったが、鬼高1～1期の土器の破片

が多く出土。（備考）出土遺物から本住居阯は6世紀後半と思われる。

H－183号住居趾（D区、Fig．37、P　L．8）

（形状）方形。（床面）平坦で堅緻な床面。（竃）東壁に設置され、全長85cm、焚口部幅30cmを

測る。右袖には凝灰岩層の直方体の切石を用い、周囲を粘土で固めてあった。左袖部は撹乱を受

けていた。（重複）H－182・186と重複。本遺構が最も新しい。（遺物）総数279点。（備考）出

土遺物・重複関係から本住居阯は8世紀と思われる。

H－184号住居趾（D区、Fig．38・49・52、P　L．13・14）

（形状）方形。（床面）ほぼ平坦な床面。（重複）H－181・182と重複。構築順はH－182→本遺

構→H－181となる。（遺物）総数351点。うち土器1点、鉄器1点を図示した。（備考）出土遺

物から本住居趾は8世紀と思われる。

H－185号住居趾（D区、Fig．39・49、P　L。．13）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（重複）H－182と重複。本遺構が先行する。（遺物）総数

98点。うち土器2点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は5世紀末～6世紀初頭と思わ

れる。覆土中にHr－FAの堆積が認められた。

H－186号住居趾（D区、Fig．39・49）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（重複）H－182・183・187と重複。本遺構が最も古い。

（遺物）総数51点。うち土器1点を図示した。（備考）出土遺物から本住居趾は5世紀末～6世

紀初頭と思われる。覆土中にHr－FAの堆積が認められた。

H－187号住居趾（D区、Fig．39・49、P　L．8）

（形状）方形。（床面）平坦な床面。（竃）東壁の南寄りに設置され、全長54cm、焚口部幅42cm

を測る。竃手前がやや低くなり、灰が検出された。（貯蔵穴）住居玩南東隅に位置し、長径45cm、
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短径41cm、深さ17cmを測る。（柱穴）主柱穴を2個検出。P1（30×24×21cm）、P2（34×30×

12cm）を測る。（重複）H－186と重複し、本遺構が新しい。（遺物）総数97点。うち土器4点を

図示した。（備考）出土遺物から本住居阯は8世紀と思われる。

H－188号住居趾（D区、Fig．36）

（形状）調査区内で竃のみの検出。北向きに構築され、全長76cm、焚口部幅50cmを測る。（重複）

H－176と重複。本遺構が先行する。（遺物）総数10点。（備考）重複関係・出土遺物から本住居

；吐は7世紀と思われる。

2　竃構築材採掘坑（Fig．7・8、PL．1・2）

　C区の溝玩（W－9・10）の縁から採掘坑が検出された。発掘調査前は水田として利用されて

いた。西側の畑と1m近い段差が認められることから、水田開墾時に削平されたと考えられる場

所であり、他の遺構の検出された場所に比較して被覆土に乏しい所である。特に、採掘坑は、溝

によって浸食を受け凝灰岩質層が露出した縁で検出されている。住居趾の多く検出された他の調

査区では、この凝灰岩質層への到達が深くなり、地表面から1m以上を有している。

　採掘坑は、南北に走行するW－10の縁に集中『し、東西に走行するW－9の縁では調査範囲が狭

いためか検出数が少なかった。W－10では幾重にも重複して採掘された痕跡が認められた。採掘

坑の範囲は、溝杜の縁に沿って幅6mの調査区以外にもさらに広がると考えられる。切り出しに

適した凝灰岩質層は、約1mの厚さを有している。それより上層では塊にならず、下層では礫を

多く含むようになり採取不可能となる。個々の採掘坑を観察すると、大きさにある程度の規則性

が認められ、採掘方法にも画一的な手法が見いだされた。

　採掘坑の平面は長方形を呈し、90×40×25cm前後のものと、70×40×20cm前後のものが大半を

占めている。それ以外のものでは、30cm前後の立方体の採掘坑がわずかに認められた。採掘坑群

の中には、凝灰岩質層の中に礫が含まれるため採掘を途中で止めたものや採掘坑の底面に切れ込

みの残るものが検出され、用材の具体的な大きさを得ることができた。取り残しと考えられる用

材と底面の切れ込みの大きさはほぼ同一で、約60×20cmの長方形を呈していた。実際に住居趾の

竃に用いられたものの大きさは、大きなものでH－133・146・158・168・183の約60×15×15cm、

小さなものでH－153・155の約15×15×15cmと、採掘坑での切り出された石の大きさ（60×20×

20cm）より小さなものとなっている。このことから、採掘坑で切り出した後、竃構築材として使

用する際に、その住居杜の竃の大きさに合わせて加工していることがうかがえる。

　また、切り出された跡の地山を観察すると、土質よりA・B・Cの3段階に分けられる。Aと

した地山は、極めて硬く、粒も細かいものである。Bとした地山はAよりは粗い粒になり、3mm

程の礫がわずかに含まれる。Cは、さらに粗く、含まれる礫も大きくなる。層位的には、Cが最

も高い位置に見られる。凝灰岩質層の構築材の用いらた竃と対比させると、H－133・146・153・

155・168ではBの用材が使われていた。H－158の竃は左側の用材がBからCにかけて、右側が
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Aの用材であった。H－183の用材はAに近いものであった。

　採掘方法は、取り残しや底面の切れ込みから判断すると、垂直方向に切れ込みを入れた後に水

平方向に切り進んだと考えられる。採掘坑の多くの長軸が溝に沿って存在することから、短軸を

溝に平行に採掘するより、切れ込み調整が少なく、効率を図ったことが指摘できよう。さらに採

掘坑が階段状に幾重にも重なっていることから、連続して切り出しを行った可能性が高い。

　以上のことから、採掘坑は、切り出し可能な凝灰岩質層を溝の浸食を利用して、規格・規則性

を有し、連続的に効率良く採取された跡であるといえよう。

　さらに、採掘坑より切り出された材の用途については科学的な証明は得られていないが、大屋

敷遺跡内で検出された古墳時代後期～平安時代にかけての竪穴住居玩に付設される竃に用いられ

ている構築材がこれに当たると考えられる。大屋敷遺跡では、凝灰岩質層の構築材は主に竃の焚

口部を構成する左右の袖材として用いられていた。住居趾の竃構築材を使用した住居阯が古墳時

代後期～平安時代であることから、時期を決定する出土遺物はないが、凝灰岩質層の採掘時期も

ほぼ同時期と考えられよう。

3　溝 趾

w－9号溝祉（c区、Fig．7・8・53、P　L．1・2）

（位置）C区の南部に位置し、調査区を東西に横切り、東端で南北に延びるW－10と合流する。

（形状）断面は楕円形を半分に切った形を呈し、緩やかに窪んでいる。東側のW－10と合流する

辺りから急に落ち込む。溝縁には竃構築に使用した石材を切り出した痕跡を示す採掘坑が検出さ

れた。（覆土）4層に分けられる。2層がAs－Bの純層である。（遺物）遺物総数266点。うち瓦

4点を図示した。（備考）4層目と溝底との間に少量の砂利層やノロが検出されたことから、水

が流れていたと考えられる。時期については不明。

w－10号溝趾（c区、Fig．7・8・49・53・54、P　L．1・2・13）

（位置）C区を南北に横切る形で検出された。南端でW－9と合流する。（形状）断面は楕円形

を半分に切った形を呈し、緩やかに窪んでいる。南側に向かって、緩やかに傾斜している。W－

9と同様に竃構築材採掘坑が溝縁に並んで検出された。溝に対してほぼ直交する形で東側に直径

30～40cm、深さ10～18cmのピットが7個並んで検出された。（覆土）4層に分けられ、As－Bの

純層が2層目に認められた。（遺物）遺物総数610点。うち土器3点、瓦2点を図示。（備考）4

層目と溝底との間に少量の砂利層やノロが検出されたことから、水が流れていたと考えられる。

溝の走向・時期から、昭和61年度に調査された前橋市村東遺跡のW－1につながる可能性があげ

られる。

w－11号溝趾（D区、Fig．40・49・52～54、P　L．9・13・14・16）

（位置）D区中央部を南北に横切る。（形状）断面は摺鉢状。場所によっては薬研彫りの形を呈

す。（覆土）3層に分けられ、住居趾に比べると粘性・締まりが弱い。地山に川砂利が認められ
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ることから、遺構構築以前に自然河川が存在していたことが考えられる。覆土には地山が崩れた

と思われる砂利が含まれる。（遺物）遺物総数939点。うち土器3点、鉄器1点、瓦7点、凹石

1点を図示した。他の遺構を切っているため、流れ込みの遺物も見られるが、内耳鍋や摺鉢の破

片が多く出土している。（備考）調査区内でW－12と接続する。出土遺物から中世の構築と考え

られる。

w－12号溝趾（D区、Fig．40・49～54、P　L．8・9・13・14・15・16）

（位置）D区北側を東西に延びる。（形状）薬研彫りや摺鉢状の断面が見られる。（覆土）3～

5層に分けられる。住居阯に比べ、粘性・締まりが弱い。W－12の中央東側からW－11にかけて

地山に川砂利が認められ、自然河川の流路であったと考えられる。覆土に溝阯埋没時に地山から

流れ込んだ砂利が混じる。（遺物）遺物総数1，843点。うち土器5点、瓦10点、臼玉1点、鉄器

1点、板碑1点、砥石1点を図示した。溝；吐構築以前の住居玩を壊しているため、古墳時代後期

～中世に至るまでの多くの遺物が出土している。W－11と同様に内耳鍋・摺鉢等の中世の遺物も

多く出土している。（備考）調査区内でW－11と接続する。出土遺物から構築時期は中世と考え

られる。

4　土 坑

　今年度の調査では、土坑が56基（A区…2基、B区…13基、C区…1基、D区…40基）検出さ

れた。B区の北から東にかけての水田として利用されていた場所からは12基の土坑が検出された。

これらは、水田開墾時に削り取られた住居趾の柱穴や貯蔵穴に当たるピットと考えられる。D区

東側では、住居趾に囲まれた形で土坑群が検出された。そのうちいくつかの土坑からは臼玉や石

製模造品が出土した。周辺の住居阯を含めれば、石製模造品14点、臼玉220点が出土したことと

なる。この土坑群が祭祀に係わっていた可能性が指摘できよう。なお、ここでは、特徴的なもの

のみの記述に留め、すべてを一覧表（Tab．1）で記載した。

D－65号土坑（B区、Fig．39・50、P　L．9）

B区西側のH－132の南東部で検出。形状は円形。断面では中段を有し平底。遺物総数803点。須

恵器大甕が重なった状態で出土。

D－69号土坑（c区、Fig．39）

C区のH－154の南東側で検出。形状は楕円形。西側にやや段を有す。遺物が出土していないた

め、構築時期は不明。

D－79号土坑（D区、Fig．17）

D区東側の土坑群で検出6形状は円形。遺物12点と少ないが、臼玉が7個出土した。構築時期は

古墳時代後期と思われる。

D－83号土坑（D区、Fig．17、P　L．9・14）

D区東側の土坑群で検出。円形を呈す。遺物は3点だが、石製模造品が1点出土した。構築時期
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は古墳時代後期と思われる。

D－102号土坑（D区、Fig．17、P　L．14）

D区東側の土坑群で検出。円形を呈す。遺物総数134点。そのうち、臼玉が62点、有孔板が2点、

砕片が16点出土した。構築時期は古墳時代後期と思われる。

5　縄文時代の遺物（Fig．55～57、PL．15・16）

　本年度も縄文時代の遺構は検出されなかったが、古墳時代以降の竪穴住居趾や溝阯の中より縄

文式土器41点・縄文時代の石器23点が出土している。昨年度までと同様に縄文時代中期後半の加

曽利E式土器が40点と中心を占めている。加曽利E式土器以外では、前期前半の繊維縄文の黒浜

式土器片1点のみの出土であった。出土地点は、C区2点、D区39点である。特にD区西端に多

く出土している。石器の内訳は、石鍍2点、打製石斧1点、剥片・砕片20点となっている。出土

傾向は、土器と同様でD区に多く見られた。このうち図示したものは、石器3点（石鍬・打製石

斧）である。土器については、破片が多く、個体を復元できるものには至らなかったため、割愛

した。

　また、大屋敷遺跡内の畑より耕作中偶然に縄文式土器が発見されたため、資料として掲載した。

今回図示した縄文式土器は平成4年度調査区西端の南に位置する畑より出土したものである。農

作物のために畑を掘り下げていたところ、地表下約30～50cmで多量の土器が出土したとの連絡を

受けたため、現地踏査した。すでに遺物は排土中に多く散乱していた。その緊急性を考え、掘削

により破壊された部分のみ精査し、遺物を採取した。出土位置はX39Y81である。遺物はすべて

加曽利E式土器であった。うち残存の良い3点の加曽利E3式土器を器形復元するとともにそれ

以外の土器の特徴的なものを実測・拓本して図示した。器形復元したNQ5は、口縁部の内湾が比

較的弱く、最大径を口縁部に有し、頸部のくびれがほとんど見られないものである。文様構成は、

口縁部が欠損しているため不詳な部分を残すが、簡略化された渦巻文が隆帯によって表現される

と考えられる。胴部には、沈線により懸垂文が描かれ縄文R　Lが充填される。Nα6は、5単位の

突起を持つ平口縁で口縁部が強く内湾し、最大径を胴部上位に有する。胴部中位にくびれを有し、

底部径は復元よりやや小さくなる可能性もある。微隆起帯が2本1組で巡らされることから、1

本のものに比べて古い傾向を帯びている。文様構成は、口縁部無文帯、胴上部に渦巻文が配され、

胴下部に逆U字の区画がなされ、縄文R　Lが地文として充填される。いわゆる「胴部隆帯文土器」

の系列の加曽利E3式土器である。NQ16は、口縁部が内湾し、最大径を口縁部に有し、胴中位に

くびれを持ち、恥6と同様に2本の微隆起帯が巡らされる。文様構成は、口縁部無文帯および1

条の弱い沈線、胴部に渦巻文が配され、縄文L　Rが地文として充填される。胴下部は残存してい

ないが、渦巻文が配されると思われ、NQ6と同様「胴部隆帯文土器」である。

　現状保存のため調査範囲を広げることを行わなかったため断定できないが、土器の出土量から

考えると、加曽利E3期の遺構の存在が予想される。
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　今年度の調査では、縄文式土器が41点出土した。これは、大屋敷遺跡の南側を調査した平成4

年度の525点・平成5年度の601点と比べると極端に少ない出土数となっている。さらに、今回緊

急採取された縄文式土器の出土地点が遺跡地の南側であることを鑑みると、当遺跡地では、縄文

時代の生活の場の中心が八幡川近くの南側に広がっており、縄文時代中期後半の繁栄がうかがわ

れよう。

6石製模造品（Fig．51・52、PL．14）

　今年度の調査では、石製模造品が245点出土した。その内訳は、臼玉227点、勾玉8点、剣形品

5点、『有孔板4点、器種不明1点である。

　石製模造品の石材は、滑石（45％）、頁岩（55％）となっている。今年度多く出土した臼玉で

は、滑石製101点（44％）、頁岩製126点（56％）となっており、やや頁岩が多く見られた。ただ

し、頁岩は石材の性質上薄く剥がれ易いため1個の製品が数個になった可能性もあるので、単純

には比較できないと思われる。昨年度（滑石35％、頁岩62％、その他3％）と比較すると滑石製

品の割合が多くなっている。石製模造品の器種と石材について考えると、勾玉8個のうち頁岩が

6個を占めている。逆に剣形品では、5個すべてが滑石となっている。これは、昨年度までの石

製模造品の石材傾向と同様である。

　出土位置では、D区東側の土坑群とその周囲の住居杜やグリッドに集中している。臼玉227点

中220点（全体の97％）、石製模造品18点中14点（全体の78％）と極めて多くなっている。特に

D－102、H－165・166に集中している。住居玩では床面付近からの出土は少なく、10～20cm程

上層から多く出土した。土坑では、確認面付近から底面までの出土が見られた。このことは、住

居玩の廃棄埋没過程での流れ込みの可能性を示すと思われる。土坑群で掘建柱建物玩を組むこと

ができなかったが、その存在を否定するものとはいえないであろう。

　昨年度の調査では、H－97に石製模造品と高圷の出土が集中し、祭祀と深く係わる住居趾と位

置づけた。今年度検出されたD区東側の土坑群の付近においても、臼玉220点、石製模造品14点

の出土を鑑みれば、祭祀が行われていたと考えることが自然であろう。さらに、幅6mの調査で

あるため不明な部分も多いが、あえて推測するならば、調査区の南側まで含めれば祭祀に関係し

た掘建柱建物玩が存在した可能性も考えられよう。

　なお、昨年度の刊行された『大屋敷遺跡1』では、石製模造品が多く出土したH－97の覆土の

ふるい作業中であったため途中経過の報告であったが、ふるい作業が終了したので石製模造品は

268点となった。その内訳は、臼玉189点、勾玉7点、剣形品7点、刀子4点、、鍬2点、紡錘車2

点、管玉1点、盾1点、斧1点、鎌1点、有孔板44点（有孔円板9点・有孔方板35点）、板状品

9点（うち碁盤目状等の線刻のあるもの6点）である。
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Tab．1　大屋敷遺跡遺構一・覧表

住居趾一覧表

遺構名（調査区） 位　　　置 規模（m）東西×南北 面積（㎡） 壁高 主軸方向 竃 備　　　　考 時　期 Fig

H－132（B） X50～52，Y42～43 5．70×（5．12） （24．20） 31cm N－810－E 東辺中央 両袖に河原石使用の竃。臼玉2点。 7後～8前 18

H－133（B） X49～50，Y42～44 5．28×（4．94） （22．20〉 46cm N－800－E 東辺北寄 両袖に凝灰岩質層の切石使用の竃。周溝。 7後～8前 19

H－134（B） X49　　　Y43～44 （0．76）×4。38 （3．31） 36cm N－860－E 東辺甫寄 周溝。 9C 20

H－135（B） X49　　　Y43～44 （2．00）×2．96 （5．30） 44cm N－89。一E 東　　辺 鉄鎌1点。 9後～10前 20

H－136（B） X63～64，Y35～36 2．88×2．74 6．81 9cm N－73。一E 未確認 8C 19

H－137（B） X63　　　Y35 2．64×3．32 7．68 8cm N－750－E 東辺南寄 8C 20

H－138（B） X49～50，Y42～43 6．08×（2．70） （12．24） 34cm N－70。一E 東辺南寄 袖に粘土使用の竃。周溝。 6C 21

H－139（B） X50～51，Y42～43 （2．88）×3．80 （10．12） 35c皿 N－560－E 東辺中央 床下土坑。 6後 21

H－140（A） X52～53，Y52～54 （4．50）×5．38 （17．09） 38cm N．20．W 未確認 周溝。 9C 22

H－141（A） X52　　　Y54 3．30×（0．60） （1．76〉 43cm N－820－E 未確認 周溝。 9C 22

H－142（A） X51～52，Y53～54 4．85×4．00 （18．76） 25cm N－86。一E 東辺南寄 石製模造品1点。 9後～10C 23

H－143（A） X51　　　Y54 2．37×（0．60） （1．25） 38cm N－86。一E 未確認 8C 22

H－144（A） X51　　　Y53～54 3．20×4。00 11．14 40cm N－89。一E 東辺南寄 張り出し部をもつ形状。 8C 23

H－145（A） X50　　　Y53 （0．68）×（3．42） （1．85） 42cm N－91。一E 東　　辺 天井石使用の竃。H－93の東側。 10～11C 22

H－146（A） X50～51，Y53 （3．12）×（1．70） （2．27） 10cm N－150巳E 南　　辺 両袖に凝灰岩質層の切石使用の竃。 10後～11C 24

H－147（B〉 X52　　　Y42 （1．84）×（1．45） （1．24） 37Cm N－5go－E 未確認 周溝。 6C前 18

H－148（A） X50～51，Y53 2．86×（2．70） （4．19） 19c皿 N－570－E 未確認 石製模造品1点。 6C前 24

H－149（A） X50　　　Y53～54 （1．60）×2，90 （4．28） 34cm N－80－E 未確認 8C 24

H－150（A） X50　　　Y53～54 （0．84）×3．74 （2．83） 40cm N．96。一E 東　　辺 8C 24

H－151（A） X50　　　Y53～54 （1．40）×（2．30） （2．39） 39cm N－16。一E 未確認 8C 24

H－152（C） X45　　　Y22－23 （2．20）×3．90 （7．51） 5cm N－5。．E 未確認 鉄器1，点。 5末～6初 24

H－153（C） X45～46，Y24～25 5．20×4．70 22．81 8cm N－76。一E 東辺南寄 両袖に凝灰岩質層の切石使用の竃。 6C前 25

H－154（C） X45～47，Y24～26 6．02×6．40 36．41 21cm N－68。一E 東辺南寄 周溝。 5末～6初 ，26

H－155（C） X46　　　Y31～32 （2．75）×4．94 （10．21） 18cm N－77。一E 東辺北寄 両袖に凝灰岩質層の切石使用の竃。周溝。 6C 27

H－156（C） X44～45，Y7～8 3．14×3．86 （11．11） 64cm N－85。一E 東辺南寄 9C前 28

H－157（C） X44～45，Y7～8 （2．60）×4，62 （9．22） 49cm N－730－E 東辺南寄 鉄器1点。 9C 28

H－158（C） X44～45，Y6～7 （4．86）×（4師38） （13．32） 36cm N－700－E 東　　辺 両袖に凝灰岩質層の切石使用の竃。 6C 29

H－159（C） X44　　　Y6～7 1．46×0．38 0．58 15cm N－89。一E 東　　辺 6C 29

H－160（C） X44～45，Y7～8 2．88×3．88 （6．56） 65cm N．940．E 東　　辺 7後～8前 27

H－161（D） X47　　　Y53～54 （1．94）×（3．30） （5．05〉 54cm N－1。一E 未確認 H－68の西側。 8C 29

H－162（D〉 X45～46，Y54 4．26×4，12 （13．41） 39cm N－61。一E 東辺北寄 天井石使用の竃。鉄鍍1点。臼玉2点。 6C 30

H－163（D〉 X46～47，Y53～54 （3．88）×（3．10） （8．20） 31cm N－610－E 未確認 馬蹄形状施設。周溝。 5末～6初 30

H－164（D） X44　　　Y53～54 3。06×（1．72） （3．11） 30cm N－620－E 未確認 臼玉11点。 7後～8前 31

H－165（D） X42～43，Y53～54 4。40×（3．26） （10．08） 64c皿 N－52。一E 東辺南寄 石製模造品4点。臼玉27点。 6C 31

H－166（D） X44～45，Y54～55 2．30×（1．80） （3．53） 17cm N－780－E 未確認 石製模造品2点。臼玉56点。 9C 31

H－167（D） X41～42，Y53～54 3．18×（3．70） （10．87） 50cm N－740－E 東　　辺 周溝。臼玉4点。砥石1点。 9C 32

H－168（D） X40～42，Y54～55 5．56×（4．74） （20．27〉 35cm N－730－E 東　　辺 2つ竃。凝灰岩質層の切石使用の竃。臼玉2点。 6前 33

H－169（D） X40～41，Y55 （3．09）×（1．40） （3．80） 45cm N－80。一E 未確認 石製模造品1点。 6後半 32

H－170（D） X40～41，Y55 （3．24）×（1．44） （2．90） 12cm N－76。一E 東　　辺 紡錘車1点。 10C 32

H－171（D） X38～39，Y54～55 5．90×（3．25） （12．49） 31cm N－660－E 未確認 6C 34

H－172（D） X36～37，Y55 4．80×（2．20） （9．68） 14cm N－77。一E 未確認 6前 35

H－173（D） X34～35，Y55～56 3．30×（2．85） （8．90） 19c皿 N．8go－E 西辺南寄 7C 34

H－174（D） X34　　　Y56 （3．28）×（0．56） （1．45） 5cm N－850－E 未確認 7C 34

H－175（D） X31～33，Y55～56 （4．76）×（3．68〉 （12．65） 30cm N－650－E 東　　辺 臼玉1点。 6C 35

H－176（D） X30～31，Y55～56 （4．20）×（2．55） （8．0） 26cm N－77。一E 未確認 8C 36

H－177（D） X31～32，Y56 3．16×（1．00） （2．66） 36cm N－83。一E 未確認 石製模造品1点。 10C 35

H－178（D） X29～30，Y56 4．84×（1．72〉 （5．22） 9cm N－70。一E 未確認 6前 36
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遺構名（調査区） 位　　　置 規模（m凍西×南北 面積（㎡） 壁高 主軸方向 竃 備　　　　考 時期 Fig

H－179（D） X28　　　Y56 （3，00）×（0．84） （2．06） 7cm N－680－E 未確，認 6前 36

H－180（D） X26～29，Y55～56 5。40×（0．56） （5．18） 10c皿 N－68。一E 未確認 臼玉1点。 6前 36

H－181（D） X26～27，Y56～57 4。34×（3．36） （13．73） 17cm N－65。一E 東辺南寄 鉄器2点。 9後． 37

H－182（．D） X25～26，Y56～57 4．50×（3．52） （12．51） 30cm N－630－E 東辺南寄 周溝。 6後 38

H－183（D） X25～26，56～57 （1，04）×（2．70） （2．56） 18cm N．93。．E 東　　辺 凝灰岩質層の切石使用の竃。 8C 37

H－184（D） X26～27，Y56～57 3。10×（2．80） （8．12） 20cm N－75。一E 未確認 鉄器1点。 8C 38

H－185（D） X25～26，Y57 3，14×（0．96） （1．72） 8cm N－860－E 未確認 Hr－FA堆積。 5末～6初 39

H－186（D） X24～25，Y57 2．80×（0．94） （2．41） 15cm N－70。一E 未確認 Hr－FA堆積。 5末～6初 39

H－187（D） X24～25，Y57見58 （1．26）×（2．36） （2．51） 5cm N．520．E 東辺南寄 8C 39

H－188（D） X30～31，Y56 （0．42） 21cm N－10．E 北　　辺 7C 36

溝趾一覧表

遺構名（調査区） 位　　　置 方位 上幅（m） 下幅（m） 深さ（m） 長さ（m） 備　　　　考 時期 Fig

W－9（C）

W－10（C）

W－11（D）

W－12（D）

X45～47，Y30－32

×45～47，Y26－31

×26－35，Y54～56

×27～40，Y54～56

N－1030－E

N－152。一E

：N－1680－E

N－82。一E

4．0～4．2

2．3～4．6

3．3～3．5

2．2～3．5

0．5～1．2

0．4～1．3

0．5～1．2

0．3～0．9

0．91

0．64

1．12

1．55

南北7．3

東西17．0

南北6．0

東西55．5

竃構築材採掘坑。

竃構築材採掘坑。堰状遺構。

環濠。内耳鍋・，播鉢等出土。

環濠。内耳鍋・播鉢等出土。

古墳時代後期

古墳時代後期

中世

中世

8
8
4
0
4
0

土坑一覧表

遺構名（調査区） 位　　置 形状 規模（c皿）長径×短径x深さ 備　　　考 遺構名（調査区） 位　　置 形状 規模（c皿）長径×短径×深さ 備　　　考

D－53（B） X63，Y36 円　形 53×48×55 遺物9点 D－82（D） X43，Y54 円　形 50×43×55 遺物5点

D－54（B）
F
X
6
3
， Y36 円　形 45×（24）×25， 遺物3点 D－83（D） X43～44，Y54 円　形 33×31×39 石製模造品1点

D－55（B） X63，Y35 楕円形 68×55×51 遺物4点 D－84（D） X44，Y54 円　形 38×36×20
D－56（B） X62，Y32 円　形 26×24×15 D－85（D） X44，Y54 楕円形 40×34×23
D－57（B） X62，Y32 円　形 30×26×25 D－86（D） X44，Y54 楕円形 36×30×36 遺物2点

D－58（B） X62，Y32 円　形 19×18×14 D－87（D） X44，Y54 楕円形 42×30×34 臼玉1点

D－59（B） X60，Y32 円　形 36×32×18 遺物1点 D－88（D〉 X44，Y54 円　形 30×26×31 遺物5点
●

D－60（B） X60，Y33 円　形 34×32×　8 D－89（D） X44，Y54 円　形 34×36×30 臼玉1点

D－61（B） X59，Y32 円　形 30×29×12 D－90（D） X44，Y54 円　形 32×28×33 遺物5点

D－62（B） X58，Y32 円　形 28×24×32 D－91（D〉 X44，Y54 楕円形 29×22×32 遺物25点

D－63（B） X64，Y38 楕円形 50×30×51 D－92（D） X44，Y54 円　形 30×26×35 遺物2点

D－64（B） X64，Y38 円　形 36×（20）×10 D－93（D） X45，Y54 楕円形 38×30×39
D－65（B） X51～52，Y43 円　形 230×230×107 須恵器大甕 D－94（D〉 X45，Y53～54 円　形 32×30×27
D－66（A） X50，Y53 円　形 44×39×42 遺物13点 D－95（D） X43，Y54 円　形 24×20×30
D－67（A） X50，Y54 円　形 35×32×40 D－96（D） X44，Y54～55 円　形 25×23×19
D－68（C） 土坑としたが、H－154の貯蔵穴となったため、欠番扱い。 D－97（D） X43，Y54 楕円形 53×40×49
D－69（C） X46～47，Y26 不整形 276×146×88 D－98（D） X44，Y54 円　形 22×20×16
D－70（D） X42，Y55 楕円形 （42）×（40）×46 遺物2点 D－99（D） X44～45，Y54 楕円形 30×24×39
D－71（D） X42，Y54 円　形 32×26×23 D－100（D） X42，Y54 円　形 24×23×19
D－72（D） X43，Y54 楕円形 60×52×38 D－101（D） X41，Y54 円　形 （50）×40×43 遺物1点

D－73（D） X43，Y55 1楕円形 50×42×37 D－102（D） X44，Y54 円　形 40×38×33 臼玉62点・有孔板2点

D－74（D） X43，Y55 円　形 （44）×18×19 D－103（D） X46，Y54 楕円形 95×84×48
D－75（D） X43，Y54～551円　形 33×30×41 遺物10点 D－104（D） X43，Y54 楕円形 57×44×29
D－76（D） X43，Y54　1 楕円形 40×30×39 遺物1点 D－105（D〉 X44，Y54 円　形 33×31×23 遺物2点

r

D－77（D） X43，Y54～55 隅丸方形 50×35×29 遺物5点 D－106（D） X44，Y54～55 円　形 24×22×18
D－78（D） X44，Y55 円　形 38×33×44 臼玉1点 D－107（D） X45，Y54 円　形 68×64×29 遺物4点

D－79（D） X43～44，Y54 楕円形 34×28×36 臼玉7点 D－108（D） X44～45，Y54 円　形 28×24×25
D－80（D） X44，Y54 円　形 30×27×25 臼玉2点 D－109（D） X43～44，Y53 円　形 41×（27）×33

D－81（D） X44，Y54 円　形 38×33×37 遺物4点
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VI　ま と め

1　竃構築材採掘坑について

　今年度の調査された竃構築材採掘坑は、関越自動車道建設時に調査された鳥羽遺跡（L・M・

N・0区）に次いで規模の大きな事例は県内で2例目となる貴重な発見となった。そこで2つの

遺跡の竃構築材採掘坑について比較検討してみたい。

　鳥羽遺跡で検出された竃構築材採掘坑も大屋敷遺跡と同様に凝灰岩質層を切り出している。大

屋敷遺跡・鳥羽遺跡ともに、榛名山南東麓に広がる相馬ケ原扇状地の末端部と前橋台地の接する

所に立地している。また、山麓を流れる河川（大屋敷遺跡は八幡川、鳥羽遺跡は染谷川）の段丘

上に位置している点にも共通性が見られる。標高は大屋敷遺跡が約125m、鳥羽遺跡が約122mと

差がなく、同一地質面上に位置している。大屋敷遺跡では、採掘を溝縁を利用して凝灰岩質層を

切り出している。溝によって表土が削られ凝灰岩質層が露出した場所でのみの採掘であり、溝縁

以外の場所では凝灰岩質層までの到達が深いため採掘を行うには困難である。鳥羽遺跡では、台

地縁部の凝灰岩質層の露出している所を中心に大規模な採掘を行っている。ともに表土を除くこ

となしに凝灰岩質層の切り出し可能な地点を選出している。採掘工程についてみると、ともに垂

直方向に切り進み、水平に切り出しを行う方法を用いている。

　さらに、採掘の時期について考察すると、鳥羽遺跡では、採掘した用材の用途を同遺跡内で検

出される奈良～平安時代にかけての竪穴住居杜の竃に用いられる構築材がこれにあたると考えて

いることより、奈良～平安時代に採取が行われたといえよう。また、鳥羽遺跡では、同時期の遺

物を伴う竃構築材採掘に従事した人々の仮設的炉阯と考えられる遺構も検出されている。一方、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧　　　　　　　　　　　　　　㊨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎心、1細）o
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大屋敷遺跡（W－10号溝趾）竃構築材採掘坑　　　　　鳥羽遺跡L区第4台地竃構築材採掘坑

　　　　　　　Fig．9　大屋敷遺跡と鳥羽遺跡の竃構築材採掘坑比較図
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大屋敷遺跡では、竃構築材採掘坑の検出された溝肚（W－9・10）にAs－B軽石が覆土上層部に

認められることから、12世紀には採掘が行われなくなったと考えられる。大屋敷遺跡で検出され

た住居趾の凝灰岩質層を用いた竃がすべてその用材を大屋敷遺跡の採掘坑から求めたと仮定すれ

ば、H－126（『大屋敷遺跡1』参照）・153・155・158が凝灰岩質層の切石を用いた6世紀代の

住居趾であることから、6世紀代には竃構築材の採掘が行われたと考えられる。平成4年度に調

査された5世紀末～6世紀初頭の構築と考えられるH－12（『大屋敷遺跡1』参照）でも凝灰岩

質層の石が左袖に用いられていたが、直方体の切石ではなく加工のなされていない丸いものであ

るため、今回検出された採掘坑から計画的に切り出されたものではないと思われる。従って、大

屋敷遺跡においての採掘時期は、6世紀代から始められたと考えられよう。

　このように、大屋敷遺跡と鳥羽遺跡では遺跡の立地環境・採掘方法に多くの共通点をあげられ

ると同時に採掘の時期・規模においては差が生じる。これらのことから、大屋敷遺跡で6世紀代

より採掘を開始されたが、溝縁以外では困難なため採掘が容易な場所を選定せざる得なかったた

め、凝灰岩質層の露出していて容易に切り出しが可能な鳥羽遺跡において大規模な採掘がなされ

たと推測することも可能であろう。

　現在までの調査では、大屋敷遺跡・鳥羽遺跡の2遺跡でしか大規模な竃構築材採掘坑は確認さ

れていないため推論の域でしかない。しかし、凝灰岩質層の広がる地域では採掘が可能であるた

め、今後の発掘事例の増加に伴い一層の解明が進むものと思われる。

2　W－10号溝趾のピット列について

　南北方向に延びるW－10号溝杜に対してほぼ直交する形で東側に延びるやや低いところに直径

30～45cmの円形のピットがほぼ一直線上に7個並んで検出された。W－10に注ぐ新たな溝杜とは

考え難い。さらに、ピットが溝縁から検出された竃構築材採掘坑とは異なった形をしており、凝

灰岩質層を切り出した跡ではないと考えられる。

　W－10のピット列と同じ形状を有する遺構を求めると、佐波郡境町矢ノ原遺跡や新田町北宿・

観音前遺跡の堰状遺構があげられる。矢ノ原遺跡で検出された堰状遺構は、律令期の大規模な潅

瀧水利遺構である「牛堀」の一部にあたる。「牛堀」は、粕川を取水源とし、上幅3～7m、下

幅1．2～1．5m、深さ1．8mの大規模な幹線潅概用水遺構で、復元で総延長4．4㎞となる。覆土中

にAs－Bが純層で堆積しており、12世紀初頭には廃溝となっている。東山道駅路の北側溝掘削し

ている幹線用水路から支線水路へ分水する堰状遺構である。支線水路は幹線用水路より60cm程高

くなっており、自然状態では水が流れ得ないことから、堰によって水量調節していたと考えられ

る。北宿・観音前遺跡では、C－1号溝沿いに堰と考えられるピット列が複数検出されている。

C－1号溝は、長さ280m、幅2．0～2．5m、深さ1．0～1．5mで断面形は階段状の逆台形を呈してい

る。古墳時代前期の遺物および加工面のある杭が出土し、埋土上位にHr－FAの堆積が認められ

るものである。C－1号溝とその分水路と思われるC－2号溝阯との別れる所に水量調節あるい
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は分水を行う施設と考えられる堰状遺構が検出されている。2つの遺跡とも水路・溝に対して両

脇に翼状に延びるやや低いところにピット列が並んでいる。

　大屋敷遺跡のW－10の西側にも東側のピット列と対峙する形で円形でわずかに低くなってピッ

トの痕跡が認められる。幅6mの道路部分の調査のため確認できないが、ピット列が溝の西側に

も延びるとともに、支線水路にあたる溝が存

在する可能性があることから、矢ノ原遺跡・

北宿・観音前遺跡と同様に、大屋敷遺跡のW－

10のピット列は水量調節を行うための施設

（堰状遺構〉にあたると考えることができよ

う。大屋敷遺跡の北西隣に位置する村東遺跡

でも同時期でほぼ同じ走向を有する溝が検出

されており、W－10と接続すると思われる。

溝を北西方向へ延ばすと八幡川へつながり、

南東方向へ延ばすと現在の天狗岩用水へつな

がることより、八幡川に取水源を求め、天狗
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　　　　　　　　　　　　　　Fig．10　堰状遺構比較図
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　　　　　　　　　　　　　Fig．11　大屋敷遺跡と村東遺跡の構；吐

　岩用水（古くから河川が流れていたと考えられる）へ注いでいたと考えることも可能である。以

　上のことから、大屋敷遺跡のW－10は、八幡川の北東側の地域を潤すための水路と推定すること

　もできよう。

3　中世の環濠について

　D区のW－11・12は、平成5年度の調査で確認されたW－7と接続することが考えられ、大規

模な環濠になると思われる。しかし、6m幅の道路部分調査のため全体性を欠き、北西コーナー

部や南側の溝の方向などはっきりしない面が残る。南限については接続すると思われる南北走の

堀跡が平成5年度では検出され、平成4年度の調査区域内で検出されていないことからこの両ト

レンチに挟まれた現在耕作地として利用されている調査区外で南東・南西コーナー部となる可能

性が濃厚である。

　確認された範囲から推定すると、北辺は東西約55mで、座標北方向より約82度東に向いている。

北辺と東辺の角はほぼ直角に曲がっている。W－12は北方向から12度西に向き、W－7は同方向

から10度西に向くことから東辺、西辺はほぼ平行に伸びると考えられる。従前に於いて西辺は一

直線として考えていたが、今年度の調査区内で北西のコーナー部を検出できなかったこと、昨年

度のW－7との方向のズレなどから西辺において折れ状になる部分が存在する可能性が指摘され
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　　　　　　　　　　　　　Fig．12　中世の大屋敷遺跡

るプランと考えられる。その長さは南限から推定し南北60m以上になろう。

　掘り込みの状況は場所によりやや異なるが、残存状況の良好地点を例にとれば、急勾配の両立

ち上がりを含め逆台形状を呈しているる上幅は3．25m～3．5m、下幅O．5～1．2m程度で、その下

から薬研溝が25cmほどの深さで突出している。覆土は3～5層に分けられたが、時代決定の証拠

となりうる層はなかった。また、一部下層では小礫、川原石、砂等を含んだ層位が認められてい

る。これは遺構構築以前の自然流路の跡が地山に認められているものが、崩れたため覆土として

堆積したものと思われる。堀全体としてはラミナ状の堆積やノロは見うけられなかった。また、

水の流出入する水路が調査区内では確認されていないことから、空堀として構築されたものであ

ろう。

　平成5年度のW－7から6個体の内耳鍋が出土し、その変遷から15世紀後半から16世紀の製作

年代に位置づけられよう。今年度の調査でも同様の内耳鍋が数点出土しており、また、口縁部の

内外面に煤の付着が見られ、灯明皿として使用されたと思われるカワラケ等も出土している。ま

た、昨年度調査されたW－7からは人頭大の河原石も多く出土しており、石組がなされた壁また

は土塁のような施設からの崩落も考えられる。以上のことから、W－7・11・12は中世の環濠と

位置づけたい。

　重複している遺構は、環濠によって切られていることから環濠よりも古いものである。耕作に
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　　　　　　　　　　　　　Fig．13　群馬県内の中世の環境

よって削平されたためであろうか、環濠の内側にあたる調査区では環濠と同時代の遺構は確認さ

れなかった。さらに昭和61年度調査の大屋敷遺跡北西に位置する村東遺跡において東西26m、深
F
さ
約 2．4m、中世以後の薬研堀が検出されており、今回の北辺の溝とほぼ並行に走ることが分かっ

た。このため東を天狗岩用水、南を八幡川とすれば、これらに囲まれた範囲が館趾域で二重の堀

となる感が有る。しかし、あくまで推測が多いので可能性ありにとどめたい。

　前橋市内では昭和62年度に始まり今年度で8年目をむかえる内堀遺跡群の溝と形態や堀の周辺

に施設を持たない点から共通点が認められる。内堀遺跡群のプランは台形を想起させる。溝の北

辺90m、西辺45m、南辺89m、上幅2．1～0．6m、深さO．9～0．4mを測る。覆土の観察から水の流

れた形跡はなく空堀である。常滑焼の大甕片が出土しており、14世紀と考えられている。また、

館跡としては高崎市で昭和53年度調査の寺ノ内遺跡、矢島遺跡、昭和58年度調査の天田遺跡、昭

和59年度調査の村北遺跡がある。矢島遺跡は外堀・内堀に区画された館趾が検出され、幅約7m

の内堀に区画された内郭は南北約80m、東西約75mの規模を持つ。内部施設の周囲には幅約5m

の土塁跡が検出された。寺の内遺跡では、外堀・中堀・内堀に区画された館趾が検出された。幅

約7mの内堀に画された内郭は南北約87m，東西約90mの規模を持ち、土塁跡も認められた。両

34



　　　　　　　　　　　Fig．14　大屋敷遺跡周辺図（中世）

1．青梨子砦跡

2．檜田城跡

3．勝山城跡

4．引間城跡

5．蒼海城跡

6．村山城跡

7．大友城跡

8．石倉の砦跡

9．鳥羽館跡

10．中尾城跡

1L菅谷城跡

遺跡共15・16世紀、当地域に台頭した長野氏に関連した館阯の1つと考えられる。村北遺跡の内

堀の長さは30m、上幅は2．O～2．8m、深さ1m程度を測る。天田遺跡の内堀の長さは51m、上幅

は3．5～7m、深さL3～2．5m程度を測る。村北館阯、天田館趾は近くにある大規模な城館趾の大

類城阯との関連も考えられる。これら4つの館趾は、大形建物跡、掘立柱建物跡、井戸跡、柵列

跡などの付属施設が設けられている。

　本遺跡においては環濠の内部については、館らしい遺構は確認されていない。また、土塁状の

遺構、柵列跡なども検出されていないことから防禦的な機能を果たしたとは想定しがたく、遺構

の周辺に付属施設もない。さらに、この15・16世紀という時代には、かなり一般的に有力農民の

環濠屋敷が利根川西部の元総社、鳥羽、古市、小相木などからも検出されていることから自立農

民層の館跡であった可能性がもたれる。また、内部施設の全容が耕作により既に削平されたもの

と考えるならば、16世紀の蒼海城に関連した砦趾、もしくはその周辺の勝山城、檜田城といった

出城であった可能性も指摘しておきたい。

35



ノ

参考文献
前橋市埋蔵文化財発掘調査団（1993・1994）　　『大屋敷遺跡1・H』

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団（1990）　　『鳥羽遺跡L・M・N・O区』

新田町教育委員会・群馬県企業局（1993）　『北宿・観音前遺跡』

日本村落史講座編集委員会（1993）　　『日本村落史講座9　特論』　坂爪久純「河川・用水の調査法」

前橋市教育委員会（1988～1993）　　『内堀遺跡群1～VI』

高崎市教育委員会・（1979）　　『元島名遺跡』

　　　　　　　　／
高崎市教育委員会（1979）　　『寺の内遺跡』

高崎市教育委員会（1979）　　『矢島・御布呂遺跡』

高崎市教育委員会（1983）　　『天田・川押遺跡』

高崎市教育委員会（1984）　　『天田遺跡H』

高崎市教育委員会（1985）　　『村北・矢島前・村東遺跡』

高崎市教育委員会（1985）　『北新波の砦趾』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k群馬県埋蔵文化財調査事業団（1982）　　『元島名B・吹屋遺跡』

前橋市教育委員会（1988）　　『村東遺跡』

山崎　　一　　（1978）　　『群馬県古城塁趾の研究　上・下巻』

群馬県地域文化振興会（1986）　　『群馬文化　第208号』　坂ロ　ー「古墳時代後期の土器の編年」

群馬県史編さん委員会（1986）　　『群馬県史研究　第24号』

　　　　　　　　　　　坂ロ　ー・三浦京子「奈良・平安時代の土器の編年」

Tab．2　古墳時代～中世土器観察表

番号 出土位置 器　　形
大　き　さ

口径器高
①胎土②焼成③色調④残存

　　　　成・整　形　方　法

　口　　径・胴　　部 　底　　　部
備　　　考 Fig

1 H－132 土　師　圷 12．0　3．7 ①細粒②良好③榿④完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

2 H－132 土　師　圷 ［13．6］［4．6］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／4 内湾、横撫で。箆削り。 欠損。 41

3 H－132 土　師　圷 12．6　3．3 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

4 H－132 土　師　圷 ［13．2］［4，4］ ①細粒②良好③榿④1／3 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

5 H－132 土　師　圷 ［11．8］3．1 ①細粒②良好③榿④1／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

6 H－132 須　恵　圷 13．6　3．4 ①細粒②良好③明緑灰④1／3 外傾、輔輔。 回転糸切り未調整整。 41

7 H－133 土　師　圷 ［10．6］3．2 ①細粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面に放射状暗紋。 41

8 H－133 土　師　圷 13．0　4．3 ①細粒②極良③榿④完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。内面に放射状暗紋・螺旋状暗紋。 41

9 H－133 土　師　圷 ［11．0］3．1 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

10 H－13土　師　圷 11．6　3．0 ①細粒②良好③榿④2／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

11 H－133 土　師　圷 12．1　4．0 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

12 H－133 土　師　圷 11，4　3，4 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り 41

13 H－133 土　師　圷 11．6　［3．1］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 41

14 H－133 土　師　圷 11．6　3．0 ①細粒②良好③榿④2／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41’

15 H－133 土　師　圷 12．0　4．0 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

16 H－133 土　師　圷 11，8　3．2 ①細粒②良好③榿④4／5 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

17 H－133 土　師　圷 12．5　3．5 ①中粒②良好③榿④完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

18 H－133 須　恵　蓋 ［17．8］2．7 ①細粒②良好③青灰④1／4 輔輔。回転箆調整。偏平な円形摘まみ。口縁部に返し。 41

19 H－133 須　恵　蓋 ［17．0］4．0 ①細粒②良好③明緑灰④1／3 輔輔、つまみ部回転箆調整。口縁部に返し。 41

20 H－133 須　恵　圷 ［15．6］3．8 ①細粒②良好③灰黄褐④1／2 外傾、鞭輔。 回転糸切り未調整。 41
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番号 出土位置 器　　形
大　き　さ

口径器高
①胎土②焼成③色調④残存

　　　　成・整　形　方　法

　口　　径・胴　　部 　底　　　部
備　　　考 Fig

21 H－133 須恵高台椀 17．6　3．9 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／2 外反、鞭輔。 回転箆削り。 41

22 H－133 須　恵　圷 ［12．0］3．7 ①細粒②良好③赤灰④1／4 外傾、纏轄。 欠損。 41

23 H－133 土　師　甕 22．0　32，5 ①細粒②良好③にぶい赤褐④2／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 41

24 H－133 土　師　甕 ［23．2］［28．0］ ①細粒②良好③榿④1／4 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 41

25 H－133 須　恵椀 ［17．0］4．3 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／3 外傾、輔轄。 回転箆削り。 高台後付け。 42

26 H－133 須恵高台椀 17．0　5．1 ①細粒②良好③青灰④1／2 外傾、輔櫨。 回転箆削りρ 高台後付け。 42

27 H－133 土　師　甕 11．6［5．0］ ①細粒②良好③灰褐④1／5 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 42

28 H－135 土師台付甕 ［11．0］10．0 ①細粒②良好③明赤褐④1／4 欠損。箆削り。 脚部撫で調整。 42

29 H－135 土　師　圷 ［12．6］3．4 ①細粒②良好③明褐④完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。口縁～胴部にかけてスス付着分有り。 42

30 H－135 土　師　圷 ［12．0］3．4 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。立ち上がり外面に1条の沈線。 42

31 H－135 土　師　圷 11．4　3．3 ①細粒②良好③明褐④ほぼ完形 端部直立。横撫で。箆削り。 箆削り。胴部内面にスス付着部分有り。 42

32 H－135 土　師　圷 ［12．4］［3．4］ ①細粒②良好③榿④2／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 42

33 H－135 土　師　圷 13．2　3．3 ①細粒②良好③榿④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 42

34 H－135 須　恵　圷 12．4　3．6 ①細粒②良好③にぶい黄榿④完形 外傾。鞭轄。 回転糸切り未調整。 42

35 H－138 土　師　圷 ［12．6］［3．8］ ①細粒②良好③にぶい褐④1／4 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 外稜。 42

36 H－139 土師小甕 11．2　8．8 ①中粒②不良③にぶい榿④4／5 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部指頭痕有り。 42

37 H－139 土　師　甑 ［22．6］27．5 ①細粒②良好③にぶい黄④1／4 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 42

38 H－139 土　師　圷 13．0　4．6 ①細粒②良好③にぶい黄榿④ほぼ完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 42

39 H－139 土　師　圷 ［14．2］4．7 ①細粒②良好③にぶい榿④1／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 42

40 H－139 土　師　甕 17．4［16．5］ ①中粒②不良③にぶい黄榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部、胴部に輪積痕。 42

41 H－139 須　恵　圷 9．6　4．1 ①細粒②良好③灰褐④3／5 内傾、穂轄。 箆削り。 外稜。 42・

42 H－140 土　師　甕 ［19．4］［8．6］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／10 外傾、’横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部指頭痕。 42

43 H－140 須恵高台皿 ［13．8］3．1 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／2 外傾、輔輔。 回転糸切り未調整。 42

44 H－141 須恵高台椀 ［13．8］5．1 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／4 外傾、纏櫨。 回転箆調整。 高台後付け。 42

45 H－142 高　台　椀 ［14．6］5．4 ①細粒②良好③緑灰④1／2 外傾、競輔。 回転糸切り後撫で調整。高台後付け。 43

46 H－142 土　師　甕 ［18．8］［16．5］ ①細粒②良好③明赤褐④1／8 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 胴部に最大径。 43

47 H－144 土　師　甕 ［21．0］［6．5］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／10 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 43

48 H－144 土　師　圷 13．0　3．9 ①細粒②良好③榿④4／5 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 43

49 H－144 土　師　甕 ［17．2］9．1 ①細粒②良好③にぶい榿④1／8 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 43

50 H－145 須恵羽釜［18．，8］［7．5］ ①細粒②極良③黒④1／20 内傾、輔輔。 欠損。 口縁部一部のみ残存。 43

51 H－145 須恵羽釜 ［20．4］10．0 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／10内傾、競櫨。 欠損。水平の鍔。口縁部に「つ」状の線刻。 43

52 H－146 カワラケ 9．6　2．0 ①細粒②良好③灰黄④完形 外傾、競轄。 回転糸切り未調整。 43

53 H－146 カワラケ 9．4　1。9 ①細粒②良好③灰黄④4／5 外傾、輔櫨。 回転糸切り未調整。 43

54 H－147 土　師　圷 ［18．6］［4．9］ ①細粒②良好③榿④1／5 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 43

55 H－147 土　師　圷 ［14．8］［4．0］ ①細粒②良好③榿④1／5 内斜口縁。横撫で。箆削り。 欠損。 43

56 H－148 土　師　甕 20．6［21，5］ ①中粒②不良③灰黄④1／2 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 胴部最大径。 43

57 H－150 土　師甕 14．6［6．0］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／6 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部のみ残存。 43

58 H－150 土　師　圷 ［13．2］［3．4］ ①細粒②良好③榿④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 43

59 H－150 土　師　甕 ［23．6］［9．5］ ①細粒②良好③榿④1／10 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 43

60 H－152 土　師　堀 一　［15．2］①細粒②良好③榿④3／4 欠損。横撫で。箆削り。 箆削り。胴部に不定方向箆磨き有り。 43

61 H－154 須　恵　圷 ［10．6］3．0 ①細粒②良好③緑灰④1／5 内湾、穂輔。 欠損。 鋭い外稜。 43

62 H－154 土　師　圷 13．9　5．3 ①中粒②不良③赤褐④ほぼ完形 内斜口縁。横撫で。箆削り。 箆削り。 底部肥厚。 44

63 H－154 土　師　圷 13．0　4．1 ①中粒②良好③榿④1／2 内斜口縁。横撫で。箆削り。 欠損。 内面に放射状暗紋。 44

64 H－154 土　師　壷 ［17．6］［17．8］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 胴部に最大径をもつ。 44

65 H－154 土　師　圷 14．0　5．2 ①細粒②良好③榿④1／3 内斜口縁。横撫で。箆削り。 箆削り。 44

66 H－154 土　師　圷 ［12．8］5．3 ①中粒②良好③にぶい榿④1／4 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 外稜。 44

67 H－154 土　師　圷 ［13．2］［5．3］ ①中粒②良好③明褐④1／4 内斜口縁。横撫で。箆削り。 欠損。 44

68 H－155 土　師　圷 13．2［4．0］ ①細粒②良好③榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 44

69 H－155 土　師　甕 ［18．6］13．5 ①中粒②不良③にぶい榿④1／6 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 44

70 H－156 土　師　圷 12．6　4．2 ①細粒②良好③榿④2／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 44
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71 H－156 土　師圷 13．8　4．0 ①細粒②良好③にぶい黄榿④完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 44

72 H－156 須　恵圷 12．9　3．8 ①細粒②良好③灰白④1／2 外傾、輔輔。 回転糸切り未調整。 44

73 H－156 須恵高台椀 ［11．4］4．1 ①細粒②極良③明緑灰④1／2 内湾、輔櫨。 回転糸切り後撫で調整。高台後付け。 44

74 H－156 須　恵圷 ［13．0］3．4 ①細粒②良好③灰褐④1／2 外傾、輻i轄。 回転糸切り未調整。 44

75 H－156 須　恵圷 ［14．6］4．6
　　　　　　／ド　　ー①細粒②良好③灰白④1／3 外傾、輔輔。 回転糸切り後撫で調整。 44

76 H－156 土　師　甕 ［21．0］［15．0］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／8 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。口縁部、胴部一部のみ残存。 44

77 H－156 須　恵　蓋 ［18．0］［2．5］ ①細粒②良好③明緑灰④1／6 競輔。回転箆調整。摘まみ部欠損。 44

78 H－156 須　恵　皿 ［14．2］2．3 ①細粒②極良③灰④1／5 外傾、輔輔。 回転糸切未調整。 44

79 H－156 須恵長頸壺 一　［6．1］ ①細粒②良好③緑灰④2／3 欠損、輔輔。 回転箆調整。 胴部に最大径。 44

80 H－157 土　師甕 ［14．0］7．6 ①細粒②良好③明赤褐④1／10 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 44

81 H－157 須　恵圷 ［12．6］3．7 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／3 外傾、輔輔。 欠損。 45

82 H－158 灰粕高台椀 ［14，0］3．3 ①細粒②極良③明オリーブ灰④1／3 やや内湾、輔輔。 回転箆調整。高台後付け。紬薬浸し漬け。 45

83 H－158 土　師杯 ［12．0］［3．5］ ①細粒②良好③榿④1／6 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 外稜。 45

84 H－160 土　師　圷 10．6　3．0 ①細粒②良好③榿④完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 45

85 H－161 須恵小壷 ［4．6］　4．9 ①細粒②良好③灰④1／3 湾曲、穂輔。 欠損。 45

86 H－161 須　恵　蓋 ［17．8］［2．7］ ①細粒②良好③オリーブ灰④1／4 競轄。回転調整。口縁部に返し摘まみ部欠損。 45

87 H－162 須　恵圷 9．6　3．6 ①細粒②極良③明青灰④1／2 直立、輔輔。 回転箆調整。 45

88 H－162 土　師甕 20．0　37．3 ①細粒②良好③にぶい黄榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 45

89 H－162 土　師　甑 ［20．0］［15．0］ ①中粒②良好③榿④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部に最大径。 45

90 ・H－163 土　師圷 ［14．0］4．4 ①細粒②良好③明赤褐④1／4 内斜口縁6横撫で。箆削り。 箆削り。 45

91 H－163 土　師　圷 ［16．6］［7．0］ ①細粒②良好③榿④1／8 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 外稜。 45

92 H－164 土　師圷 ［12．8］3．6 ①細粒②良好③榿④1／才一 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 45

93 H二165 土　師　圷 ［13．6］3．8 ①細粒②良好③にぶい褐④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 するどい外稜。 45

94 H－165 土　師　圷 15．4　6．3 ①細粒②良好③にぶい榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。円形の欠損。内面に暗紋。黒色処理。 45

95 H－165 須恵高圷 一　［3．3］ ①細粒②良好③緑灰④少々 欠損。 欠損。脚部付け根のみわずかに残存。 45

96 H－165 土　師　圷 ［13．6］4．6 ①細粒②良好③榿④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜。 45

97 H－165 土　師　甕 ［20。4］36．0 亘）細粒②良好③にぶい褐④5／6 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に最大径。 45

98 H－165 須恵大甕 27。0　48．2 ①細粒②良好③明褐④1／3 外傾、競轄。口縁部に櫛掻き波状文。胴部外面に平行なたたき痕。内面に青海波文。 46

99 H－166 須恵高台椀 ［14．0］5．7 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／3 外傾、競輔。 欠損。 内面に内黒処理。 46

100 H－166 須恵高台椀 一　［4．7］ ①細粒②良好③暗灰④1／2 外傾、輔輔。 回転糸切り未調整。高台後付け。 46

101 H－167 内黒高台椀 ［15．0］5．7 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 外傾、輔輔。 回転糸切り後撫で調整。内面黒色処理。 46

102 H－167 内黒高台椀 ［15．6］6．1 ①中粒②良好③にぶい榿④1／5 外傾、輔轄。 回転糸切り後撫で調整。内面黒色処理。 46

103 H－167 灰紬長頸壷 9．6［15．0］ ①細粒②極良③オリーブ灰④1／2 外反、輔輔。 欠損。口唇部、胴部に自然粕付着。 46

104 H－167 須恵高台椀 ［16．0］6．8 ①細粒②極良③にぶい黄榿④1／2 外傾、輔輔。 回転糸切り後撫で調整。高台後付け。 46

105 H－167 土　師　甕 ［20．4］27。8 ①細粒②良好③にぶい赤褐④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 胴部に最大径。 47

106 H－168 土　師圷 ［15，4］［7．2］ ①細粒②良好③にぶい赤褐④1／5 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 外稜。 47

107 H－168 土師高圷 19．4［4．9］ ①細粒②極良③榿④6／8 外反、横撫で。箆削り。 脚部欠損。口縁部に輪積痕。内面に放射状暗紋。 47

108 H－168 土師小壺 ［11．0］12．0 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部に1条の沈線。 47

109 H－168 須恵高圷 一　［12．2］①細粒②極良③暗灰④脚部の1／4 欠損。 欠損。脚部のプ部のみ残存。透し口有り。 47

110 H－168 土　師　甕 ［21．0］［10．8］ ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／8 外反、横撫で。箆削り。 欠損。口縁部、胴部一部のみ残存。 47

111 H－169 土　師　圷 11．4　3。5 ①細粒②良好③明赤褐④4／5 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 47

112 H－169 土　師　圷 ［11．8］3．7 ①細粒②良好③榿④3／4 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 47

113 H－169 土　師　圷 ［11．4］4．2 ①細粒②良好③榿④7／8 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 わずかに外稜。 47

114 H－169 須　恵　圷 ［10．0］［3．5］ ①細粒②良好③灰④1／3 内傾、輔輔。 欠損。 するどい外稜。 47

115 H－169 須　恵圷 ［10．4］3．6 ①細粒②良好③灰白④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 47

116 H－169 須　恵　圷 ［10．4］4．1 ①細粒②良好③オリーブ灰④3／4 直立、競輔。 回転糸切り調整。 47

117 H－170 須恵羽釜 ［19．0］［7．0］ ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／4 内傾、輔輔。 欠損。上向きの鍔。口縁部の一部のみ残存。 47

118 H－171 土　師　圷 ［12．8］3．7 ①細粒②極良③灰褐④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 47

119 H－171 土　師　甕 ［15．21［15．5］ ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／8 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。口縁部、胴部一部のみ残存。 47

120 H－172 土　師　圷 ［13．0］4．9 ①細粒②良好③明赤褐④1／5 内斜口縁。横撫で。箆削り。 箆削り。 47
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121 H－173 土　師　圷 11．4　4．1 ①細粒②極良③榿④4／5 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 47

122 H－173 土　師　圷 ［17．2］5．4 ①細粒②良好③榿④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 47

123 H－173 土　師　圷 12．4　3．7 ①細粒②極良③榿④4／5 直立、横撫で。箆削り1 箆削り。 47

124 H－175 土師高圷 一　［9．4］ ①細粒②良好③にぶい榿④1／3 欠損。 箆削り。 脚部のみ残存。 47

125 H－175 土　師　圷 ［13．8］3．9 ①細粒②極良③榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。 48

126 H－175 土　師　圷 10．4　3．4 ①中粒②良好③にぶい黄榿④完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 底部にスス付着部分有り。 48

127 H－176 土　師　圷 ［10．6］2．9 ①細粒②良好③榿④1／3 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 48

128 H－176 須　恵　盤 ［23。2］3．2 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／5 外傾、輔輔。 回転糸切り後調整。 48

129 H－177 須恵羽釜 ［17．2］［7．1］ ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／4 内傾、競轄。 欠損。上向きの鍔。口縁部の一部のみ残存。 48

130 H－180 土　師　圷 12．4　4．5 ①細粒②良好③榿④5／6 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 不明瞭な外稜。 48

131 H－180 土師小甕 10．8　9．1 ①中粒②不良③明赤褐④完形 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。底部肥厚。 胴部に輪積痕。 48

132 H－181 土　師　圷 ［11．6］3．1 ①細粒②良好③にぶい榿④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 口縁部指頭痕。 48

133 H－181 土　師　杯 13．0　3．2 ①細粒②良好③明赤褐④1／2 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 48

134 H－181 須恵高台椀 14．5　4．8 ①細粒②良好③灰白④1／2 外傾。競輔。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 48

135 H－181 須恵高台椀 ［16．2］5．7 ①細粒②良好③灰白④1／2 外傾。纏輔。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 48

136 H－181 須恵高台皿 ［13．8］2．9 ①細粒②良好③明青灰④1／4 外傾、競輔。 欠損。 高台後付け。 48

137 H－181 須　恵圷 ［14．2］3．8 ①細粒②良好③灰白④1／3 外傾。競櫨。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 48

138 H－181 須恵高台椀 14．2　6．0 ①細粒②良好③灰④1／2 外傾。輔轄。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 48

139 H－181 須恵高台椀 15．0　5．3 ①細粒②良好③灰白④1／4 外傾。纏輔。 欠損。 高台後付け。 48

140 H－181 灰紬高台椀 ［14．4］4．2 ①細粒②極良③明オリーブ灰④1／4 内湾、輔轄。回転糸切り後撫で調整。内面、外面に紬薬刷毛塗り。 48

141 H－181 須　恵　圷 13．8　4．0 ①中粒②不良③にぶい黄榿④完形 外傾。輔輔。回転糸切り未調整。高台後付け。内面黒色処理。 48

142 H－181 須恵高台椀 15．6　4．6 ①細粒②良好③暗青灰④2／3 外傾、競輔。 回転糸切り未調整。 内面、外面黒色処理。 48

143 H－181 須恵高台椀 14．4　5．1 ①細粒②極良③にぶい榿④2／3 外傾。輔轄。 回転糸切り未調整。 高台後付け。 49

144 H－181 土　師　甕 ［18．4］［11．5］ ①細粒②良好③にぶい褐④1／10 外傾、横撫で。箆削り。 欠損。 口縁部指頭痕。 49

145 H－181 土師台付甕 一　　4．5 ①細粒②良好③にぶい赤褐④脚部のみ 欠損。脚部のみ残存。 脚部横撫で。箆削り。 49

146 H－184 須　恵　蓋 ［16．4］3．8 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／2 競轄。回転箆調整。摘まみ部撫で調整。偏平な円形摘まみ。口唇部に返し。 49

147 H－185 土　師圷 13．8　5．5 ①細粒②良好③明赤褐④5／6 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。胴部に輪積痕。外稜。 49

148 H－185 土　師　甕 ［28．4］［12．0］ ①細粒②良好③赤褐④1／5 欠損。 箆削り。 底部のみ残存。 49

149 H－186 須　恵　甕 ［37．0］［9．0］ ①細粒②良好③暗緑灰④少々 外反。輔轄。櫛掻き波状文。 欠損6 49

150 H－187 土　師　圷 12．6　3．6 ①細粒②良好③明褐④1／2 直立、横撫で。箆削り。 箆削り。 内面、内黒処理。 49

151．H－187 土　師　圷 13．0［3．5］ ①細粒②良好③榿④1／4 直立、横撫で。箆削り。 欠損。 49

152 H－187 須　恵　圷 ［12．4］3．7 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 外傾、輔轄。 回転糸切り未調整。 49

153 H－187 須　恵　圷 ［12，8］3．6 ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／3 外傾、輔轄。 回転糸切り未調整。 49

154 W－10カワラケ 10．4　3．3 ①細粒②良好③浅黄榿④完形 外傾、競轄。回転糸切り未調整。口縁部にスス付着部分有り。 49

155 W－10灰紬高台椀 ［1．0］7．0 ①細粒②良好③灰白④1／6 欠損。 回転箆調整。内面に僅かに自然紬。 49

156 W－10羽　　　釜 ［26．4］［4．6］ ①細粒②良好③浅黄④1／8 内傾、輔輔。 欠損。水平の鍔。口縁部の一部のみ残存。 49

157 W－11火　　　鉢 ［6．7］［7．8］ ①細粒②良好③にぶい榿④？ 隆帯、三つ巴紋。桐紋。 49

158 W－11羽　　　口 ［13．6］8．3 ①中粒②良好 先端部溶解。基部の開き少なく縦位の凹状の強い撫形成。重さ495g。 49

159 W－11内　耳　鍋
［23．6］［10．0］ ①細粒②良好③暗灰④1／5 外傾。輔櫨。 欠損。 49

160 W－12灰紬高台皿 ［13．0］2．6 ①細粒②良好③オリーブ灰④1／3 外傾、輔轄。 回転箆調整。 転用硯粕薬浸し漬け。49

161 W－12土師高圷 ［13．6］3．6 ①細粒②良好③明赤褐④1／3 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 圷部に外稜。 49

162 W－12土　師　壷 ［20．4］26．6 ①細粒②良好③にぶい黄榿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 箆削り。胴部に輪積痕、最大径。 50

163 W－12羽　　　釜 ［18．6］［8．5］ ①細粒②良好③明オリーブ灰④1／10内傾、競轄。 欠損。平行な鍔。口縁部の一部のみ残存。 50

164 W－12須　恵　壷 一　［14．0］①細粒②良好③灰白④1／10 欠損。輔韓。撫で。 底部後付け。 内面続櫨。 50

165 D－65須恵大甕 48．0［74．3］ ①細粒②極良③青灰④1／2 外反、輔輔。外面平行たたき。内外面、自然紬。内面青海波。胴部最大径。50

注）表の記載は以下の基準で行った。

　①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とした。

　②焼成は、極良、良好、不良の三段階。

　③色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原1976）によった。

　④大きさの単位はcmであり、現存値を［］、復元値を（）で示した。
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Tab．3臼玉観察表
番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材 番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材 番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材 番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材

－
　
一
2
　
一
〇
〇
一
4

一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

H－132

H－132

H－162

H－162

1．1

1．3

〇．9

〇．8

0．6

〇．8

〇．3

0．3

1．1

1．7

0．2

〇．3

滑石

滑石

頁岩

滑石

51

52

53

54

　H－166

　H－166

　H－166

　H－166

0．8

〇．8

〇．8

〇．8

0．4

〇．2

0．2

0．1

0．3

〇．2

〇．1

0．1

滑石

滑石

滑石

滑石

101

102

103

104

H－167

H－167

H－1，68

H－168

0．8

〇．8

〇．9

〇．8

0．6

〇．3

0．5

〇．3

0．6

〇．2

〇．4

〇．3

滑石

頁岩

頁岩

滑石

151

152

153

154

D－79
D－80
D－80
D－80

0．8

〇．8

〇．7

〇．8

0．3

〇．2

〇．5

〇．5

0．3

〇．1

〇．4

〇．4

滑石

頁岩

滑石

滑石

5 H－164 0．8 0．4 0．4 滑石 55 H－166 0．8 0．3 0．2 滑石 105 H－175 0．6 0．3 0．2 滑石 155 D－890．7 0．3 0．2 頁岩
6 H－164 （0．8） 0．5 0．1 滑石 56 H－166 0．8 0．6 0．5 滑石 106 H－180 0．6 0．5 0．3 滑石 156 D－102 0．9 0．3 0．3 頁岩

7 H－164 0．8 0．6 0．5 滑石 57 H－166 1．0 0．6 0．7 滑石 107 A区表採 0．7 0．3 0．2 滑石 157 D－102 0．8 0．2 0．2 頁岩

8 H－164 0．8 0．5 0．6 滑石 58 H－166 0．7 0．6 0．4 滑石 108 B区表採 0．7 0．3 0．2 滑石 158 D－102 0．8 0．2 0．2 頁岩

9 H－164 0．8 0．3 0．05滑石 59 H－166 0．8 0．2 0．2 頁岩 109 D区表採 0．8 0．5 0．5 頁岩 159 D－102 0．8 0．3 0．3 頁岩

10 H－164 0．7 0．3 0．2 頁岩 60 H－166
（0．8） 0．1 0．05頁岩 110 D区表採 0．9 0．6 0．6 頁岩 160 D－102 0．8 0．4 0．3 頁岩

11 H－164 0．5 0．1 0．05 頁岩 61 H－166 0．8 0．3 0．2 頁岩 111 D区表採 0．8 0．4 0．3 頁岩 161 D－102 0．9 0．4 0．4 頁岩

12 H－164 O．8 0．5 0．5 滑石 62 H－166 0．8 0．5 0．4 頁岩 112 D区表採 0．8 0．5 0．5 頁岩 162 D－102 0．9 0．6 0．5 頁岩

13 H－164 0．7 0．5 0．3 滑石 63 H－166 0．8 0．2 0．2 頁岩 113 D区表採 0．8 0．3 0．3 頁岩 163 D－102 0．8 0．5 0．4 頁岩

14 H－164 0．8 0．4 0．2 頁岩 64 H－166 0．8 0．5 0．4 滑石 114 D区表採 0．8 0．3 0．1 頁岩 164 D－102 0．8 0．4 0．4 頁岩

15 H－164 0．8 0．4 0．4 滑石 65 H－166 0．8 0．4 0．3 滑石 115 D区表採 1．2 0．7 1．0 滑石 165 D－102 0．9 0．6 0．5 頁岩
一一一一一一「一

16 H－165 0．9 0．3 0．3 頁岩 66 H－166 0．8 0．4 0．4 滑石 116 D区表採 0．8 0．7 0．6 滑石 166 D－102 0．8 0．5 0．3 頁岩

17 H－165 0．8 0．3 0．2 頁岩 67 H－166 0．8 0．4 0．3 頁岩 117 D区表採 0．8 0．4 0．3 滑石 167 D－102 0．9 0．9 0．4 頁岩
’τ”””

18 H－165 0．8 0．2 0．2 滑石 68 H－166 0．8 0．2 0．2 頁岩 118 D区表採 0．8 0．4 0．4 滑石 168 D－102
1
0
． 8 0．5 0．4 頁岩

19 H一’165 0．8 0．3 0．25 頁岩 69 H－166 0．7 0．4 0．4 滑石 119 D区表採 0．7 0．4 0．3 滑石 169 D－102 0．8 0．3 0．3 頁岩

20’ H－165 0．7 0．3 0．2 頁岩 70 H－166 0．9 0．1 0．2 頁岩 120 D区表採 0．5 0．3 0．1 滑石 170 D－102 0．9 0．4 0．3 頁岩

21 H－165 0．9 0．5 0．5 頁岩 71 H－166 0．8 0．1 0．1 頁岩 121 D区表採 0．6 0．5 0．3 滑石 171 D－102 0．8 0．3 0．1 頁岩

22 H－165 0．8 0．2 0．1 頁岩 72 H－166 0．8 0．2 0．2 頁岩 122 D区表採 0．8 0．1 0．1 頁岩 172 D－1q2 0．8 0．3 0．2 頁岩

23 H－165 0．8 0．1 0．05頁岩 73 H－166 0．7 0．3 0．1 頁岩 123 D区表採 0．9 0．2 0．1 頁岩 173 D－102 0．8 0．3 0．2 頁岩

24 H－165 0．8 0．7 0．6 頁岩 74 H－166 0．9 0．2 0．1 頁岩 124 D区表採
（0．8） 0．2 0．1 頁岩 174 D－102 0．9 0．3 0．2 頁岩

牙5

H－165 0．8 0．4 0．25 頁岩 75 H－166 0．9 0．6 0．5 滑石 125 D区表採
（0．7） 0．1 0．05頁岩 175 D－102 0．8 0．2 0．2 頁岩

26 H－165 0．8 0．3 0．2 頁岩 76 H－166 0．8 0．2 0．1 頁岩 126 D区表採
（0．7） 0．1 0．05頁岩 176 D－102 0．8 0．3 0．2 頁岩



番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材 番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材 番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材 番号 出土位置 幅 厚さ 重さ 石材

201

202

203

204

205

206

207

D－102

D－102

D－102

D－102

D－102

D－102

D－102

0．8

〇．9

〇．8

〇．9

〇．9

〇．9

0．8

0．4

〇．3

〇．5

〇．3

〇．4

〇．4

0．2

〇．3

〇．3

0．3

0．4

〇．4

0．2

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

208

209

210

211

212

213

214

D－102
一「一一一一一一一曹”一

D－102

D－102

D－102

D－102

D－102

D－102

0．9

〇．9

0．8

0．8

0．8

〇．8

〇．7

0．5

〇．3

〇．3

〇．2

〇．3

〇．3

0．2

0．5

〇．3

〇．2

〇．1

〇．2

0．1

〇．05

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

滑石

215

216

217

218

219

220

D－102

D－102

D－102

W－12
X43Y54

X43Y54

0．7

（0．8）

（0．7）

1．5

〇．9

〇．7

0．2

〇．1

0．1

〇．8

〇．4

〇．4

0．05

〇．05

〇．05

2．3

〇．4

〇．2

滑石

滑石

頁岩

滑石

滑石

滑石

222

223

224

225

226

227

X43Y54

X43Y54

X43Y55

X44Y54

X44Y55

X44Y55

0．7

〇．8

〇．8

〇．8

〇．7

0．7

0．5

＼0．1

一　一　一1一　一　一　一

〇．4

〇．4

〇．4

〇．4

0．3

〇．05

〇．3

〇．3

〇．4

〇．3

頁岩

頁岩

頁岩

滑石

滑石

滑石

221 X43Y54
冒　　　一〇．8

0．4 0．3 頁岩

注）表の記載で、幅と厚さの単位はcm、重さはgであり、復元値は（）で示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．4　石製模造品観察表

番号 出土位置 器種 長さ　　幅　　厚さ　　重さ 石材 備　　　　　　考

1 H－133 不　　明
2．1　　　　　1．9　　　　　1．0　　　　　　6．0 滑　石 刀子削りで成形。

2 H－142 勾　　玉
2．0　　　　　1．9　　　　　1．2　　　　　5．8 滑　石 やや厚手の勾玉と思われる。

3 H－148 勾　　玉
4．0　　　　　　2．5　　　　　　0．6　　　　　　6．O 頁　岩 上・下端部欠損。自然面が残る。裏面に斜方向の磨き。

4 H－165 剣形品 4．0　　2．0　　6．0　　4．8 滑　石 表裏両面に斜方向の磨き。

5 H－165 勾　　玉
2．7　　　　　1．9　　　　　0．6　　　　　　2．0 頁　岩 側面に磨き。表面は自然面を利用。　穿孔あり。

6 H－165 剣形品
5．1　　　　　2．1　　　　　0．9　　　　　　6．1 滑　石 双孔。弱い磨き。

7 H－166 勾　　玉
1．9　　　　　1．6　　　　　0．5　　　　　2．0 頁　岩 下部のみ残存。表裏に弱い磨き。

8 H－166 剣形品
2．4　　　　　　1．1　　　　　0．5　　　　　　1．4 滑　石 上部半部残存。

9 H－165 勾　　玉 2．0　　1．7　　0．6　　1．1 頁　岩 下部のみ残存。表裏面に弱い磨き。
10 H－169 勾　　玉

1．8　　　　　1．3　　　　　0．4　　　　　　1．4 滑　石 小型の勾玉。表裏両面に斜方向の磨き。

11 H－177 有孔板
1．1　　　　　1．2　　　　　0．3　　　　　0．6 滑　石 勾玉か剣形品と思われる。穿孔あり。

12 D－　　83 剣形品 5．5　　　　　3．1　　　　　0．8　　　　　19．2 滑　石 上端・下端部欠損。双孔。表裏両面に磨き。

13 D－102 有孔板
2．4　　　　　1．5　　　　　0．8　　　　　3．4 滑　石 穿孔あり。剥離が著しく加工面は上部のみ。

14 D区表採 有孔板 2．2　　　　　1．0　　　　　0．4　　　　　1．0 滑　石 表裏両面にすり。穿孔あり。

15 X44Y55 勾　　玉 2．7　　　　　　1．7　　　　　　0．4　　　　　　1．4 頁　岩 小型の勾玉。穿孔あり。2片を接合。

16 X44Y55 有孔板 2．1　　　　　2．5　　　　　0．5　　　　　3．3 頁　岩 穿孔あり。ほぼ正方形と思われる。

17 Dr102 剣形品 2．1　　　　　2．0　　　　　　0．6　　　　　　2．5 滑　石 上部のみ残存。表裏面に斜方向の磨き。穿孔あり。

18 D区表採 勾　　玉 2．7　　　　　2．3　　　　　0．3　　　　　　1．9 頁　岩 上・下端部欠損。表面に弱い磨き。

注）表の記載で、大きさと重さについての単位はcmとgである。

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．5鉄器観察表

番号 出土位置 器　形 長さ　　幅　　厚さ 残存 備　　　　　　考

1 H－132 釘 ［8．6］　1．6　　0．6 4／5 先端部欠損。頭部形状折頭式の角釘。

2 H－133 釘 ［7．5］　［0．5］　0．5 2／3 頭部欠損。やや偏平化した角釘。

3 H－135 鉄　　　鎌
8．7　　　　　　2．9　　　　　　0．6 完形 有頸腸挟長三角形鎌。

4 H－152 釘 7．9　　　　　1．5　　　　　0．6 完　形 角釘。頭部形状折頭式。平らな先端部。

5 H－162 鉄　　　鍍
3．9　　　　　0．2　　　　　0．2 完　形 無頸腸挟長三角形鑑。中央に穿孔を有する。

6 H－184 刀　　　子 ［7．5］　1．6　　0．4 2／3 先端部、茎部欠損。断面逆三角形。茎部が細くなる。

7 W　－　11 留　金具 ［3．8］　0．7　　0．5 2／3 ねじれ状の金具。

8 W　－　12 釘 ［5．7］　［0．6］　0．5 2／3 先端部、頭部欠損。角釘。

9 H－181 刀子の柄 ［6．2］　0．7　　0．4 2／3 偏平化している。刀子の柄にあたると思われる。
10 H－181 釘 ［7．2］　［0．8］　0．6 4／5 角釘。頭部欠損。木質部付着。

11 H－157 刀 29．6　　　　　　3．4　　　　　　0．7 完　形 刃部に木質部付着。鞘に収められた状態と考えられる。

注）表の記載で、大きさについての単位はcmであり、現存値は［］で示した。
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Tab．6瓦観察表

NQ 出土地
瓦の

種別

厚さ

（cm〉

胎　土 焼　成 成　　　形　　　技　　　法 整　　形　　技　　法

摘　要
素地 爽雑物

焼き

上り
色調
粘土版剥取

作り
桶寄

木痕

粘土版

合せ目

布　の

合せ目
叩目
輔轄

痕
凹面
布の擦消 側部

面取凹面 凸面 凹面 凸面

1 H－133 女瓦 1．8 並 少 硬 暗灰 ○ 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 競櫨 一 一 2 秋間乗附

2 H－133 女瓦 1．5 密 少 硬 白灰 ○ 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 競輔 一 一 2 秋　　間

3 H－133 鎧瓦 2．7 密 少 硬 暗灰 一 一 桶巻 一 一 一 一 一 一 一 一 一 秋　　問

4 W－12男瓦 1．5 密 少 締 鈍榿 ○ 一 半裁 一 一 一 一 ○ 輔輔 一 一 2 秋　　間

5 W－11男瓦 1．2 密 少 締 暗灰 一 一 半裁 一 一 一 一 ○ 競轄 一 ｝ 端　1秋　　間

6 W－　9 女瓦 2．0 粗 多 締 灰 一 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 纏轄 ○ 一 端　2秋　　間

7 W－　9 女瓦 1．5 密 少 締 暗灰 ○ 一 桶巻 ○ OZ 一 一 0 輔韓 一 一 1 秋　　間

8 W－　9 女瓦 1．6 密 少 締 暗灰 ○ 一 桶巻 ○ 一 一 正格 ○ 競輔 一 一 1 秋　　間

9 W－11女瓦 2．4 密 少 締 灰 一 一 一か 一 一 一 縄密 一 一 一 一 1 秋　　間

10 W－　9 女瓦 1．5 密 少 締 灰 一 一 一か 一 一 一 縄密 一 輔輔 一 一 端　1秋　　間

11
W－11女瓦 1．9 密 少 硬 灰 一 一 一か 一 一 一 縄丁 ○ 背　撫 一 一 端布目 秋　　問

12
W－11女瓦 2．1 密・ 少 硬 灰 一 一 一か 一 一 一 縄単 一 一 一 一 端　1笠　　懸

13
W－12女瓦 1．7 密 少 締 暗灰 ○ 一 桶巻 ○ OZ 一 一 ○ 競輔 一 一 2 秋　　間

14
W－12女瓦 1．7 並 多 並 灰 一 一 一か 一 一 一 一 一 縦撫 一 一 一 乗附藤岡

15 W－i2男瓦 2．1 密 少 締 ’白灰 一 一 半裁 一 OZ 一 一 ○ 競纏 一 一 2 吉　　井

16 禽一10 男瓦 1．5 密 並 硬 黒灰 一 一 半裁 一 一 一
7　　　　　　一 ○ 輔輔 一 一 3 秋　　間

17
W－11女瓦 1．7 密 少 締 灰 一 一 桶巻 ○ 一 一 斜格 ○ 競輔 一 一 一 秋　　間

18
W－12鎧瓦 4．0 密 少 硬 暗灰 一 一 一 一 一 一 一 一 縦箆削 一 一 秋　　間

19
W－11女瓦 1．7 密 少 締 暗灰 一 一 桶巻 一 OS 一 一 ○ 輔櫨 一 一 3 秋　　間

2 W－12女瓦 1．5 密 少 締 暗灰 一 一 桶巻 ○ 一 一 一 ○ 輔輔 一 一 2 秋　　間

21
W－11女瓦 1．9 粗 並 軟 黄灰 一 一 一か 一 一

⊥
一 一 縦箆撫 一 一 3 乗附藤岡

22
W－12男瓦 2．4 粗 多 並 暗灰 一 一 半か 一 一 一 一 一 撫 ｝ 一 3 秋　　間

23
W－12女瓦 1．8 密 少 締 灰 一 一 桶巻 ○ OZ 一 一

○’ 競輔 一 一 2 秋　　間

24
W－12男瓦 1．2 密 少 締 暗灰 一 一 半裁 一 一 一 一 ○ 輔韓 一 一 一 秋　　間

25
W－10女瓦 1．8 密 少 硬 灰白 ○ 一 桶巻 ○ OZ 一 一 ○ 輔轄 一 一 1 秋　　間

2β

W－12男瓦 1．5 密 少 締 黒灰 一 一 半裁 一 一 一 ｝ ○ 輔轄 ｝ 一 一 秋　　間

※正格＝正格子叩き　一か＝一枚作りか　半裁＝半裁作り　斜格＝斜格子　縄密＝縄目密の叩き　縄丁＝縄密「T」字状　端布目＝

端部側に布目の圧痕がある　縄単＝縄目叩き

Tab．7　石器・石製品観察表

番号 出土位置 器種 長　　幅　厚　重さ 石　　材 備　　　　　　　　　考

1 X44Y54 石　　鑑 3．3　　　1．7　　0．5　　　　0．8 チャー　ト 凹基無茎鎌。

2 X46Y25 石　　鍬 ［2．8］1．80．4　［2．0］ 頁　　　　岩 平基無茎鍍。先端部欠損。

3 X39Y55 打製石斧 11．9　　　6．3　　2，4　　170 黒色頁岩 分胴形。両側縁から刃部にかけて細かい調整。

4 W－12板　　碑 ［13．0］［4．4］2．1　20 緑泥変岩
『貞治？年』（北朝1362～1368年）の刻み。

5 D－53石製品 8．7　4．7　4．2　70 角閃石安山岩 4本足の動物を模したものか？ニッ岳軽石を削り製作。
6 W－12砥　　石 ［7．7］4．32．2［120］ 砥　沢　石 全ての側面に使用痕が認められる。
7 H－167 砥　　石 ［3．7］［6．4］3．6［80］ 砥　沢　岩 表の両側面に使用痕が認められる。

8 H－133 砥　　石 5．0　2．22．才．10 角閃石安申岩 ニッ岳軽石を使用。全ての側面に使用痕が認められる。小型な砥石。

9 H－170 紡錘車 4．3　4．4　2．1　20 角閃石安山岩 ニッ岳軽石を使用。

10
W－11凹　　石

［8．3］［7．1］4．2［220］ 粗粒安山岩 表面にゆるやかな凹。

11 H－142 石製品 5．5　4．6　3．5　45 角閃石安山岩 ニッ岳軽石。上部に水平・垂直方向の円孔有する。紐を通したと見られる痕が認められる。

注）表の記載で、大きさと重さについての単位はcm、9であり、現在値は［］で示した。
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Tab．8　縄文式土器観察表

番号 出土位置 ①胎土②焼成③色調④残存 文　様　要　素・文　様　構　成・器形の特徴 備　考

1 X39Y81 ①細粒②良好③にぶい榿④口縁 隆帯。微隆起。縄文（R　L）。 加曽利E3

2 X39Y81 ①中粒②良好③褐④口縁 縄文（R　L）。微隆起。縄文充填。口縁部無文帯。 加曽利E4

3 X39Y81 ①細粒②極良③榿④口稼 縄文（R　L）。磨消縄文帯。 加曽利E4

4 X39Y81 ①中粒②良好③榿④口縁 横位沈線。微隆起。0段多条による縄文（L　R）。 加曽利E3

5 X39Y81 ①中粒②良好③黄褐④口縁～胴部 隆帯による渦巻文。沈線区画中に縄文（R　L）を充填。磨消縄文帯。 加曽利E3

6 X39Y81 ①中粒②良好③榿④口縁～胴部 5単位の突起。2本1組の微隆起帯による渦巻文。逆U字区画中に縄文（R　L）を充填。 加曽利E3

7 X39Y81 ①中粒②良好③にぶい黄榿④口縁 隆帯。口唇肥厚。 加曽利E－3

8 X39Y81 ①中粒②極良③にぶい赤褐④口縁 横位沈線。沈線区画内に縄文（R　L）を充填。 加曽利E3

9 X39Y81 ①細粒②極良③榿④口縁部 沈線による逆U字区画内に縄文（R　L）を充填。 加曽利E3

10 X39Y81 ①細粒②良好③榿④口縁 2本の微隆起。縄文（R　L）を充填。 加曽利E3

11 X39Y81 ①中粒②良好明褐④口縁 微隆起。縄文（R　L〉。 加曽利E3

12 X39Y81 ①中粒（雲母）②良好③にぶい黄榿④口縁 微隆起。縄文（L　R〉。渦巻文。 加曽利E3

13 X39Y琶1 ①中粒②良好③にぶい黄榿④口縁 縄文（RL）。隆帯。 加曽利E3

14 X39Y81 ①中粒②良好③榿④口縁 2本沈線による磨消縄文帯。地文にまばらな縄文（R　L〉。 加曽利E4

15 X39Y81 ①中粒②良好③にぶ榿④口縁 沈線。上段は横位施文による縄文（R　L）で、下段は縦位施文による縄文（R　L）で羽状構成。 加曽利E3

16 X39Y81 ①中粒②極良③明褐④口縁～胴部 横位沈線。2本1組の微隆起帯による渦巻文中に縄文（L　R）を充填。 加曽利E3

17 X39Y81 ①中粒②良好③明褐④口縁 微隆起。縄文（R　L）。 加曽利E3

18 X39Y81 ①中粒②良好③榿④口縁 隆帯。沈線。 加曽利E3

19 X39Y81 ①細粒②極良③明赤褐④口縁 微隆起。渦巻文。縄文（R　L）を充填。 加曽利E3

20 X39Y81 ①中粒②良好③にぶい黄榿④口縁 隆帯。沈線。 加曽利E3

21 X39Y81 ①中粒②良好③榿④口縁 隆帯。 加曽利E3

22 X39Y81 ①細粒②良好③明赤褐④口縁 微隆起。沈線区画中に縄文（L　R）。充填。 加曽利E3

23 X39Y81 ①細粒②良好③にぶい榿④口縁 沈線。地文に縄文（R　L）を充填。 加曽利E3

24 X39Y81 ①細粒②良好③にぶい榿④口縁 隆帯。沈線。縄文（R　L）。縄文充填。 加曽利E3

25 X39Y81 ①中粒②良好③にぶい黄榿④口縁 横位沈線。櫛歯状工具による条線文。 加曽利E3

26 X39Y81 ①中粒②良好③榿④口縁 櫛歯状工具による条線文。 加曽利E3

27． X39Y81 ①中粒②良好③黄褐④口縁～胴部 横位沈線。櫛歯状工具による条線文。 加曽利E3

注）表の記載は以下の基準で行った。

　①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名を記載した。

　②焼成は、極良・良好・不良の三段階。

　③色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Fig．24　H－146・148，149・151，150，152号住居阯
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Fig．25　H－153号住居趾
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2　層　暗赤褐色粗砂層　As－C10％、Hr－FP極少
3　層　暗赤褐色粗砂層　As－C10％、｝lr－FP極少

4　層　暗褐色細砂層　As－C10％、Hr－FP5％

H－－160号住居；趾P－1

1　層　黄褐色細砂層　As－C、Hr－FP共にほとんど見られず

2　層　褐色細砂層　砂層粒20％

H－160号住居；趾竃

1　層　黒褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP10％
2　層　暗褐色粗砂層　焼土粒20％、As－C10％、Hr－FP極少

3　層　にぶい赤褐色細砂層　焼土中心、As－C極少

4　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒30％、As－C5％

5　層　極暗赤褐色細砂層　焼土粒10％、灰まじり

H－156号住居肚

1　層　褐色粗砂層　As－C30％、Hr－FP5％

2　層　暗褐色細砂層　As－C、Hr－FP共に極少、砂層粒5％
3　層　褐色細砂層　As－C15％、Hr－FP5％

H－156号住居趾貯蔵穴P－1
1　層・極暗褐色粗砂層　As－C10％、Hr－FP5％

2　層　黒褐色細砂層　As－C極少

H－156号住居杜竃

1　層　暗赤褐色細砂層　As－C20％、Hr－FP5％、焼土粒10％

2　層　黒褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP極少、焼土粒極少
3　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒30％、灰まじり
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2　層　黒褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP極少

H－157号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP10％

2　層　極暗褐色粗砂層　As－C5％

H－157号住居趾竃
1　層　極暗赤褐色粗砂層　焼土粒10％、As－C10％、Hr－FP5％、砂層粒5％

2．層　黒褐色粗砂層　灰まじり、焼土5％

3　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒30％、As－C5％、Hr－FP極少

Fig．28　H－156・157号住居杜
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1　層　黒褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP5％
2　層　極暗褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP極少

H－158号住居趾竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　焼土粒5％、As－C10％、Hr－FP5％
2　層　にぶい赤褐色細砂層　焼土粒30％、As－C5％

3　層　極暗褐色細砂層焼土粒20％、灰まじり

H－158号住居趾P－1
1　層　黒褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP5％
2　層　暗褐色微砂層　As－C極少

H－159号住居趾竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP極少、焼土粒極少

2　層　暗赤褐色粗砂層　焼土粒30％、As－C5％

3　層　極暗赤褐色粗砂層　焼土粒10％、As－C極少、灰まじり

H－161号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C20％、Hr－FP10％

2　層　極暗褐色細砂層　As－C5％、1｛r－FP極少

Fig．29　H－158・159，161号住居趾
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2　層　暗褐色細砂層　As－C5％、砂層粒10％
3　層　褐色細砂層　As－C極少、砂層粒10％
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2　層　赤褐色細砂層　As－C15％、Hr－FP極少、焼土粒10％

Fig．30　H－162，163号住居吐
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2　層　黒褐色微砂層　As－C、Hr－FP共にほとんど見られず
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2　層　極暗褐色粗砂層　As－C5％
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1　層　極暗赤褐色粗砂層　As－C5％、Hr－FP極少、焼土粒5％

2　層　極暗褐色細砂層　As－C極少

H－166号住居趾
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Fig．31　H－164，165，166号住居趾
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　　　　　　　　　　　　ヨ　　1　層　黒褐色粗砂層　As－C10％、Hr－FP5％、焼土粒5％
　　2　層　極暗赤褐色粗砂層　As－C5％、焼土粒10％
　　3　層　暗褐色細砂層　焼土粒20％、灰まじり
　　4　層　赤黒色細砂層　灰中心、焼土粒20％

H－167号住居趾貯蔵穴P－1
1　層　極暗褐色細砂層　As－C5％

2　層　暗褐色細砂層　焼土粒5％、白色粘土10％、灰まじり
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④層褐色粗砂層川砂利、河原石

H－170号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　焼土粒10％、Hr－FP極少

Fig．32　H－167，169・170号住居杜
61



陶
［
押

嵩
㎝

ド
ヨ

A
ノC
！

④

H－170

㊥
　　P1

H－169

H－168

＼o

懸

陶

◎）．

＼σ，

P3

◎

已

－

／¶

＼‘

バ

！
CF

！

◎
　　9P4
　　＼壌

陶

　　　／G　L＝124．6m　G’

匝

ε

！

H－167

A　L＝125．1m
A’

3H－167

％

9

ま　

琶

H　L＝124．6m　　　H

0　　　1：60

C　Lニ125．Om

2m ……

C’

F　Lニ125．Om F’　E　L：＝125．Om　　　。 旦．DL－125．Om

　　　　　焼土ブロック

Dノ

焼土
ブロック 焼土

ブロッタ

1

％
　3
　　　4

　　焼土2一一～．ブロック

吻 焼土ブロック

0　　　1：30 1m

H－168号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C15％、｝Ir－FP5％

2　層　極暗褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP極
3　層1褐色細砂層　As－C5％、焼土粒5％、粘土粒10％

H－168号住居趾P－2
1　層　黒褐色細砂層　As－C5％
2　層　極暗褐色粗砂層　As－C極少

H－168号住居趾貯蔵穴P－4
1　層　極暗褐色粗砂層　As－C10％、｝lr－FP極少

2　層　暗褐色細砂層　As－C5％

H－168号住居；吐竃2（南側〉

1　層　暗褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP極少、焼土粒5％

2　層　黒褐色細砂層　As－C5％
3　層　極暗褐色細砂層　As－C極少、焼土5％、灰まじり

H－168号住居趾竃1（北側）

1　層　黒褐色粗砂層　As－C10％、Hr－FP極少、焼土粒5％
2　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒15％、As－C5％

3　層　にぶい赤褐色細砂層　焼土粒10％、灰まじり

4　層　赤黒色細砂層　灰中心

Fig．33　H－168号住居祉
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H－173号住居趾

1　層　褐色粗砂層　As－C、｝lr－FP共に極少

笏
！

H－171号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　As－C20％、Hr－FP5％

2　層　暗褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP5％、川原石5％
3　層　極暗褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP極少、川原石5％

H－173号住居趾竃

1　層　極暗赤褐色粗砂層　焼土粒10％、As－C極少、川原石5％
2　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒10％、川原石5％、灰まじり

H－174号住居趾

1　層　暗褐色粗砂層　As－C5％、Hr－FP極少、川原石10％

Fig．34　H－171，173・174号住居杜
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H－172号住居趾

1　層　暗褐色粗砂層　As－C10％、川原石5％

H－175号住居趾

①層極暗褐色粗砂層As－C20％、Hr－FP54％
②層暗褐色細砂層As－C10％、：Hr－FP5％
③層極暗褐色細砂層As－C10％、Hr－FP極少

④層暗褐色細砂層As－C5％

H－175号住居赴竃

1　層　暗赤褐色粗砂層　As－C5％、焼土粒20％

2　層　極暗赤褐色粗砂層　焼土粒40％

3　層　赤黒色細砂層　灰中心、焼土粒5％

H－177号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP5％
2　層　極暗褐色細砂層　As－C5％

H－176号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　As－C10％、｝lr－FP5％

2　層　暗褐色細砂層　As－C5％、Hr－FP極少

H－188号住居趾竃

1　層　極暗褐色細砂層　焼土粒10％

2　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒40％、灰少量

Fig．35　H－172，175・177号住居杜
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H－178号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP5％

2　層　暗褐色細砂層　As－C5％、砂層粒20％

H－179号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C20％、Hr－FP極少

2　層　暗褐色粗砂層　As－C5％、砂層粒15％

H－180号住居趾

1　層　極暗褐色粗砂層　As－C15％、Hr－FP5％

Fig．36　H－176・188，178・179号住居阯
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H－181号住居趾
1　層　褐色粗砂層　As－C5％、Hr－FP極少

2　層　褐色細砂層　As－C、Hr－FP共に極少

H－183号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C10％、Hr－FP5％
2　層　極暗褐色粗砂層　As－C5％、焼土粒10％

H－181号住居趾竃
1　層　にぶい赤褐色細砂層　粘土粒20％、焼土粒10％
2　層　暗赤褐色細砂層　焼土粒20％、灰まじり、粘土粒極少

H－183号住居趾竃

1　層　暗赤褐色細砂層　As－C5％、焼土粒10％

2　層　赤褐色細砂層　焼土中心、粘土粒5％

3　層　暗赤褐色細砂層　粘土粒5％、焼土粒5％

H－181号住居趾

1　層　黒褐色粗砂層　As－C5％
2　層　褐色細砂層　As－C極少、砂層粒20％

Fig．37　H－181，183号住居祉
66



1の

い

工一N㎝
Oo
旨

田
曲
訴
甘

A、1
－

　　　　C
愚！
　　陵

A　L＝125．8m

1田

H－183

0

◎
　P1

匝

H－182

　＼
　覧　1
　＼、
　　、　1
　　、、
　　1』　　’）ノ

　　（乙、＿　D’
　　いい　　　　ヤ　　 ノ　　　、層♪ノ
旦　 ／八　　　プ　ノ　　
《◎1ぐ尋
丈グ1い・
防父＼＼！

　　．川

“4ク
／／
／H－181

H二184

」⊇一L＝125．8m

　　　H－184

砺髪笏笏

A’

C’

④

D　L＝125．7m

1：60 2m

脚
ゆ
［
ll

誌
㎝

リ
ヨ

W－12

0 1：30 1m

D”

H－182号住居趾
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2　層　黒褐色粗砂層　As－C5％
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Fig．38　H－182，184号住居杜
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1　層　黒褐色粗砂層　As－C10％、FA粒5％

2　層　暗褐色粗砂層　As－C5％、砂層粒20％、FA粒5％

H－187号住居1吐

1　層　暗褐色粗砂層　As－C5％

H－187号住居趾竃

1　層　にぶい赤褐色細砂層　焼土粒30％

2　層　暗褐色細砂層　As－C5％、焼土粒5％
3　層　にぶい赤褐色細砂層　焼土粒10％、灰まじり

4　層　黒褐色細砂層　灰中心

D－65
1　層　暗褐色粗砂層　As－C15％、1｛r－FP5％

2　層　黒褐色細砂層　As－C、Hr－FP共に極少

D－69
1　層　黒褐色粗砂層　As－C10％、Hr－FP極少

2　層　暗褐色細砂層　As－C極少、砂層粒10％

Fig．39　H－185，186，187号住居趾、D－65，69号土坑
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H－167～173・175号住居蛙出土の土器
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